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第３３号発刊に寄せて 

 

  松山市中学校情報教育研究委員会 

 会  長  大 角 秀 則 

 

 第３３号、あらためて情報教育研究委員会の歴史の長さを感じます。今から約１０年前、

私が松山市教育委員会の情報教育担当指導主事だったころのことを振り返ってみますと、

平成２８年に松山市教育研修センターが設置され情報教育担当チームが組織される中、こ

れまで以上に本研究委員会が学校現場との行政の橋渡し役となって教育の情報化が図れた

ように感じます。私自身は、教室ＰＣ、コンピュータ室ＰＣ、サーバー等の効果的なリプレ

イスや松山市小中学校情報セキュリティポリシーの作成に奮闘していました。その後、管

理職として学校現場に帰ると、新型コロナウィルスが流行し、教育現場でも従来の参集型

の教育活動だけでなく、オンラインやオンデマンドでの会議や授業が必要不可欠になりま

した。そうした中、一人一台端末が配付され、急速に学校現場でのＩＣＴの普及が促進し、

現在は教育のＤＸ化が求められています。今年度、松山市立勝山中学校が文部科学省のリ

ーディングＤＸ事業の指定を受け、本研究委員会も微力ながら研究推進に携わらしていた

だきました。そこで少し教育のＤＸ化について触れてみたいと思います。 

ＤＸ化に向かう道のりは、一般的に情報のデータ化、業務のＩＣＴ化、デジタルによる

価値創造であると言われています。学校教育において、単に授業や校務でＩＣＴを使うだ

けでは、便利になったといえども部分的に過ぎず、抜本的な業務改善にはなっていないと

いう意味でＤＸとは言えません。これまでの個別業務をデジタル化に移行するだけでなく、

既存の業務を大きく変容させるイメージをもつことが重要です。これこそが「令和の日本

型学校教育」を実現することであり、そのための基盤整備がＧＩＧＡスクール構想です。

生徒に個別最適な学びを保障していく必要がある今、教師の人力だけでこれを乗り越えて

いくことは困難です。研究紀要の実践事例にあるように、授業時のワークシートをクラウ

ド上に置くこと、学校からの配付物をＰＤＦ等で配信すること、デジタル化によって収集

される学習ログ等を利用して教師が温かい指導を行うことが必要です。また、生徒はＩＣ

Ｔを活用した学習経験を通して、学習の基盤となる資質・能力である情報活用能力を身に

付けていきます。これからの生徒に求められるのは、情報端末を有効に活用し、どのよう

なクラウドツールを用いて作業するかを自己決定し、可視化された友だちの学習状況を必

要に応じて途中参照しつつ、自らの学習を進行するという学習スキルです。学習過程にお

ける自分の現在地をメタ認知し、さらに必要な情報を収集したりあるいは思考ツール等を

用いて情報を整理したり、自分の学習の現状を発信して友人からの意見をもらいやすくす

るなどの学習活動が求められます。ここまで、勝山中学校をはじめとする松山市の全中学

校の取組を振り返らせていただきながら教育のＤＸについて述べてきました。取組の詳細

については、本研究紀要に掲載されています。ぜひご一読いただき、何かひとつでも参考

になることがあれば幸いです。 

結びに、本市の教育の情報化に向け、インフラ整備や保守・運用、教職員研修、安全対策

指針や啓発資料等の作成にご尽力いただいている関係の皆様に感謝申し上げます。 
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「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けて 

 

松山市教育委員会 教育研修センター事務所  

指導主事 小田 浩範  

 

 「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」（令和３年１月 26 日中央教育審議会答申）

には、ＩＣＴ環境を活用し、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を「一体的に充実し、

『主体的・対話的で深い学び』に向けた授業改善」につなげることが示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実（イメージ）：文部科学省 

  

特に、「個別最適な学び」について目を向けると、「指導の個別化」と「学習の個性化」に

整理されており、児童生徒が自己調整しながら学習を進めていくことができるようにする

ことが求められていることが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

（「学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に

関する参考資料」令和３年３月 文部科学省 より抜粋） 

 

１人１台端末の本格的な活用スタートから約３年。授業、家庭学習、特別活動、健康観察

など、どの学校でも日常的に活用されるようになり、１人１台端末は欠かせないものとな

りました。いよいよ、これからは、「日常的な活用」の次の段階、「授業改善」が大きなテー

マです。教育研修センターが行う各種研修のニーズも、授業改善に関する応用的な内容に

なってきました。では、具体的に、どのように授業改善をしていけばよいのでしょうか。 

「指導の個別化」・・・「教師が支援の必要な子供により重点的な指導を行うことなどで効

果的な指導を実現することや、子供一人一人の特性や学習進度、学習到達度等に応じ、

指導方法・教材や学習時間等の柔軟な提供・設定を行うこと」  

「学習の個性化」・・・「子供の興味・関心・キャリア形成の方向性等に応じ、（中略）教

師が子供一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供することで、子供

自身が学習が最適となるよう調整する」  
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分かりやすいイメージを紹介します。次の漫画は、熊本大学特任教授前田康裕先生が描

いた「デジタル×学習 成長への４段階（朝日新聞西部本社版 2022 年 11 月 23 日）」から

の抜粋です（各コマ左下の数字は松山市教育研修センターで加筆）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １（紙の置換え）や２（一斉授業での効果的な活用）の「先生が教える（デジタルを活用

した一斉授業）」段階から、３や４の「子どもたちが自分で学ぶ（教師の役割は知識を伝え

るのではなく、自分で学習できる人を育てる）」段階へと授業改善を進めていきたいもので

す。教育研修センターが示す「松山の授業モデル」には、「～『教える授業』から『学び合

う学習へ』～」というサブタイトルを掲げています。まさに、紹介した漫画のような授業改

善を進めていきたいと考えています。 

 

また、次の資料は、デジタル行財政改革会議に、文部科学大臣が提出した資料の一部で、

「子供起点の個別最適な学びと協働的な学びの一層の推進」として示されたものです。１

人１台端末やクラウド環境を活用し、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充

実させた学びの様子が「これからの学び」として示されています。 

今年度、文部科学省の採択を受け、勝山中学校を指定校として「リーディングＤＸスク

ール事業」を実施しました。指定校では、毎月、端末やクラウド活用に関する研修に取り組

み、活用事例を全国に発信しました。10 月 23 日（月）には、放送大学客員教授佐藤幸江先

生を講師に迎え、公開授業研究会（情報研授業研究会）を実施しました。一般参観では、全

教室で１人１台端末を活用した授業が公開され、焦点授業では、クラウドでの共同編集機

能を活用し、「途中参照」しながら自分の考えをまとめたり深めたりする生徒の姿が見られ

ました。まさに、「これからの学び」へ一歩踏み出そうとしていることを感じました。 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させ、これからの社会を生きてい

く子どもたちに必要な、学習の基盤となる情報活用能力や資質・能力を育てていけるよう、

これまで以上に、中学校情報教育研究委員会と連携し、松山市全体の取組が、広がり深ま

っていくようにしていきたいと考えています。 

１ 

２ 

３ 

４ 
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Ⅰ 情報教育の推進について 

１ 情報教育推進要項 

 

(1) 研究目的 

松山市内29中学校の情報機器やネットワーク環境を整備・活用し、教育活動の充実と

活性化を図るとともに、高度情報化社会に対応できる生徒や教職員の情報活用能力を

育成するなど、教育の情報化を推進することを目的とする。 

この目的達成のため、本研究委員会を設置し、生徒の情報活用能力を育成するための

授業研究や教員研修並びに、情報機器の利活用に関する研究や情報モラルに関する研

究等、小学校情報教育研究委員会と連携しながら体系的な情報教育の推進を図る。 

(2) 研究内容 

ア 教職員のＩＣＴ活用指導力を高める研修会の実施及び協力 

イ １人１台端末の利活用に関する研究・実践 

ウ 校務用情報機器の利活用に関する研究 

エ 情報モラルやセキュリティに関する研究 

オ 情報通信ネットワークに関する研究 

カ 教育の情報化に関する研究会等への参加 

キ 広報活動と研究紀要の作成 

ク その他教育の情報化に関する研究 

 

２ 研究組織 

研究目的を達成するため「松山市中学校情報教育研究委員会」を設置する。本会は、事

務局・研究・開発局・研修局・広報局をもって組織し、総会・幹事会・本部役員会を開催

し、目的遂行のための運営に当たる。 

(1)  研究委員 

松山市内の各中学校の校長、教頭、教諭、教育研修センターの中から選ばれた者を研

究委員とする。 

 

(2)  役員 

ア 会長       １名 

イ 副会長      １名 

ウ 事務局長     １名 

エ 局長      若干名 

オ 副局長     若干名 

 

(3)  役員の選出 

ア 研究委員の中から、会長は校長が務め、副会長は校長または教頭が務める。 

イ 役員の選出は、会長が行い、任期は１年とする。ただし、再選を妨げない。 

ウ 役員は、任期終了後といえども、後任者が就任するまでは引き続きその任にあた

るものとする。 

エ 役員が年度途中で欠員になった場合は、会長が選任する。 

 

(4)  役員の任務 

ア 会長は、本会を統括し本会を代表する。 

イ 副会長は、会長を補佐し会長に事故ある時は、これを代理する。 

ウ 事務局長は、本会運営に関するすべての事務処理を行う。 

エ 局長は、各局の責任者として、本会の目的達成のために活動する。 

オ 副局長は、局長を補佐し、局長に事故ある時はこれを代行する。 

カ 副会長・事務局は、経理に関するすべての事務を行う。 
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(5)  総会 

ア 総会は、本会の最高決議機関であり、会長が招集し副会長が議長となる。 

イ 総会の議決は、研究委員の過半数の賛成をもって成立する。 

ウ 総会は、規約の改正、役員選出のほか、本会の目的遂行のための審議と決議を行

う。 

エ 総会は、毎年３回開催する。ただし、会長の判断により臨時総会を開催することが

できる。 

 

(6)  幹事会 

ア 幹事会は、会長・副会長・局長・副局長・教育研修センター担当者で構成し、必要

に応じて会長が招集し、副会長が議長となる。 

イ 幹事会は、総会に次ぐ決議機関とする。 

ウ 幹事会は、本会則に定められた事項のほか、次の事項を審議する。 

(ｱ) 総会（第２回、第３回）に提出すべき原案の作成 

(ｲ) 本会の執行に関する細則の決定 

(ｳ) 総会を開催できない場合の総会の権限に属する事項の審議及び決定 

 

(7)  本部役員会 

ア 本部役員会は、会長・副会長・局長・事務局・教育研修センター担当者で構成する。 

イ 本部役員会は、会長の要請によって開催する。重要事項について審議し、会長に諮

問する。 

ウ 本部役員会は、本会則に定められた事項のほか、次の事項を審議する。 

(ｱ) 本会業務の執行に関する事項 

(ｲ) 総会（第１回）に提出すべき原案の作成 

 

 

松山市中学校情報教育研究委員会 幹事 

局 

 

局 長 副 局 長 

氏名 学校名 氏名 学校名 

会 長 大角 秀則 旭   

副会長 今泉 太郎 道後   

事 務 

 

小田 祐太郎 

 

小野 

 

渡部 祐 

佐伯 徹 

南 

城西 

研究・開発 夏井 昭則 桑原 川﨑 賢司 道後 

研 修 小山 清 北条北 川田 耕司 久米 

広 報 和田 太志 拓南 河合 康成 内宮 
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３ 組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松山市中学校教職員 

松山市教育委員会 

松山市教育研修センター 

松山市教育研究協議会 松山市小学校情報教育研究委員会 

総    会 

＜幹事会＞ 

本部役員会＋副局長 

＜本部役員会＞ 

会長・副会長・局長・事務局 

松山市立中学校 

松山市中学校情報教育研究委員会 

広報局 研修局 研究・開発局 



4 

Ⅱ 努力目標の解説 
 

松山市中学校情報教育研究委員会 

１ 努力目標 

教育の情報化を推進する研究と実践 

１ 情報教育推進のための研究と実践 

２ 教科指導におけるＩＣＴの効果的な活用や校務の情報化を図る研究と実践 

 

２ 目標設定の趣旨 

現行の学習指導要領では、「情報活用能力」が学習の基盤となる資質・能力と位置付 

  けられ、教科等横断的にその育成を図ることとされた。各校でカリキュラム・マネジメン 

  トを行い、教育の情報化に関わる内容の一層の充実が図られるよう、具体的な取組が必要 

  である。 

(1) 情報教育の推進 

 情報の収集、整理・比較、発信・伝達、保存・共有する力、情報手段の基本的な操作能

力、プログラミング的思考、情報モラル、情報セキュリティ、統計等に関する資質・能力

等情報活用能力の育成を目標とし、これらを相互に関連付け、発達段階や教科等の学習と

も関連付けて、系統的、体系的な情報教育カリキュラムのもと、効果的に育成することが

重要である。 

(2) 教科指導におけるＩＣＴの効果的な活用や校務の情報化の推進 

 ＩＣＴを効果的に活用した分かりやすく深まる授業を実現し、教科等の資質・能力や

情報活用能力を育成することが重要である。また、教職員がＩＣＴを活用して情報を共

有することで、きめ細かな指導を行うとともに、校務の負担軽減につなげ、よりよい教

育を実現することが求められている。 

上記の教育の情報化の実現を支える基盤として、教師のＩＣＴ活用指導力等の向上、学

校のＩＣＴ環境の整備、教育情報セキュリティの確保の３点を実現することが極めて重要

である。 

 

３ 研究実践上の留意点 

(1)  文部科学省「教育の情報化に関する手引－追補版－」(令和２年６月) 及び中央教育審

議会答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」（令和３年１月）を指針とする。

また、文部科学省「各教科等の指導におけるＩＣＴの効果的な活用に関する参考資料」（令

和２年９月 11 日）や市教育研修センターが発出する各種指導資料等を活用して、学力の向

上を目指した「主体的・対話的で深い学び」に向かうための授業改善、情報活用能力育成

のための情報教育の充実を推進する。 

(2) ＩＣＴの活用や機器の管理方法については、校内研修等を通じて全教職員に浸透できる

よう、積極的に働きかける。 

(3) 小学校における学習を発展させるとともに、中学校の教科間の連携や高等学校における

情報関係の科目との接続に配慮する。 

(4) 生徒自らが情報社会における行動に責任をもち、危機を回避し、情報を正しく安全に利

用できるようにするため、情報モラル教育を家庭の理解と協力を得ながら実践する。 

(5) 学校に適用される教育情報セキュリティポリシー等の規程を遵守し、適切な運用とな

るよう、校内のマネジメントを図る。 
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Ⅲ 令和５年度活動計画 

 

１ 事業内容 

 (1)  研究・開発局 

ア 活用研究部…１人１台端末の有効活用、グループウェア(ミライム)の普及・改善 

研究の方針 

タブレット端末の活用について研究し、啓発活動を行う。 

研究内容 

○ コンピュータ等を効果的に活用することができる単元や場面について検討を

重ね、限られた時間の中で学習を深められるようにする。 

○  タブレット端末の活用状況について調査し、対策や活用事例について研究す

る。 

○ ミライムの活用啓発と改善を行う。 

 

イ 授業改善部…研究指定校の支援 

研究の方針 

研究指定校と連携し、望ましい授業の在り方や授業改善に関する研究を行う。 

研究内容 

○ 研究指定校による授業研究会の実施などを通して効果的な学習指導の在り方

を研究する。 

○  いろいろなデジタルコンテンツの授業活用に関する研究を行う。 

  

ウ 情報モラル研究部…生徒の情報モラルの向上、情報セキュリティの研究・検証 

研究の方針 

デジタル・シティズンシップ教育の実践を目指して、情報教育全般に関する研  

究を行い、研究紀要への発表などを通じて適切な情報提供を行う。 

研究内容 

○  生徒の情報モラルの向上を目指すための指導法の研究やセキュリティ対策関 

係のＷｅｂサイトからの情報収集など、デジタル・シティズンシップ教育の実践に

関する研究を行う。 

 

(2) 研修局 

  ア 指導者研修部…各学校の中心となる指導者の研修 

研修の方針 

情報教育を中心となって推進する教職員のＩＣＴ活用指導力の向上を図る。 

研修内容 

○ 指導者研修の計画・実施 

○ 教育研修センターのＩＣＴ研修への支援・協力をする。 

 

イ 校内研修部  …校内研修の支援、資料の作成 

研修の方針 

教職員のＩＣＴ活用指導力の向上を図る。 

研修内容 

○ 校内研修のサポートを行う。 
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(3) 広報局 

ア 普及啓発部…ホームページ等による普及啓発 

        運営の方針 

教職員の情報教育に対する理解を深めるため、情報教育に関する諸調査、解析、

情報収集を行う。 

        活動内容 

○ Ｗebサイトの更新 

 

イ 紀要編集部…研究紀要の編集、作成、配布 

        運営の方針 

研究紀要の発刊を通して啓発及び普及活動を行う。 

        活動内容 

○ 研究紀要の作成、発刊 

          ○ 編集計画 

第１回編集会議        

第２回編集会議        

 

(4) 事務局 

ア 運営の方針 

本委員会が支障なく活動できるように、関連機関との連絡・調整を行うとともに

諸会議を設定する。また、研究費を適正に執行するとともに備品の管理を行う。 

イ 活動内容 

○  総会・幹事会等の実施に関する活動 

○  教育研修センター及び各局との連絡調整に関する活動 

○ 研究費の適正な執行 

○ 情報機器の管理 

○ 活動計画 

第１回本部役員会         ６月１日（金）（研修センター） 

第１回総会            ６月30日 (金)（旭中） 

第２回幹事会            10月４日（水）（研修センター） 

第２回総会・授業研究会      10月23日 (月)（勝山中） 

第３回幹事会           １月29日 (月)（研修センター） 

第３回総会             ２月28日 (水)（旭中） 
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２ 年間計画 

 

月 

 

事務局 

 

研究・開発局 

 

研修局 

 

広報局 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

◎本部役員会 

◎総会議案作成 

◎第１回総会 

 

 

 

 

 

◎局長・副局長の選出 

◎活動計画の立案 

◎研究・開発局の分掌決

定 

◎第１回研究・開発局会 

◎活動計画の審議 

◎デジタルコンテンツの 

授 業 活 用 に 関 す る 研 究 

（通年） 

◎ミライム開発委員会 

◎局長・副局長の選出 

◎活動計画の立案 

◎研修局の分掌決定 

◎第１回研修局会 

◎研修局部会の開催 

◎活動計画の審議 

◎各部の担当者の決定 

 

◎局長･副局長の選出 

◎活動計画の立案 

◎広報局の分掌決定 

 

◎第１回広報局会 

◎各局員の分掌決定 

◎活動計画の審議 

◎原稿執筆要領の作成 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

◎ICT 研修のサポート 

  (随時) 

◎Web サイトの更新 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

◎セキュリティ対策に関 

する情報収集と、適切 

な情報提供についての 

研究 

◎指導者研修会  

 

 

 

９  
◎研究授業の支援   

10  
◎研究授業の支援  ◎執筆要領の配布 

 

11 

◎第２回幹事会 

◎第２回総会 

◎小学校授業研究会の

案内 

◎研究授業の実施 

   10/23(勝山中) 

◎活動のまとめ 

◎原稿執筆 

◎活動のまとめ 

◎第２回研修局会 

◎各研修部の活動のまと 

め原稿作成 

◎第２回広報局会 

◎Web サイトの更新 

 

 

12  
◎局長へ原稿を提出 ◎局長へ原稿を提出 ◎活動のまとめ 

 

１ 

 

 

 

 

◎原稿審議 

◎広報局へ原稿提出 

◎研修局原稿審議 

◎広報局へ原稿提出 

 

◎広報局原稿審議 

◎各局から原稿収集 

◎第１回編集会議 

 

 

２ 

 

◎第３回幹事会 

 

 

◎第３回総会 

◎反省と今後の課題 

◎次年度の活動計画 

 

 

◎反省と今後の課題 

◎次年度の活動計画 

 

 

◎第２回編集会議 

◎研究紀要の完成 

◎反省と今後の課題 

◎次年度の活動計画 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎研究紀要の配布 

◎Web サイトの更新 
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３ 分掌図 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 令和５年度活動報告 

 

Ａ 研究・開発局 

(A) 勝山中学校の研究実践（松山市中学校情報教育授業研究会） 

(B) １人１台端末を利用した授業実践を中心とした取組 

(C) マイクロビットを利用した授業実践 
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松山市立勝山中学校の取組 

―英語科の授業における授業実践― 

 

１ 日  時 令和５年 10月 23 日（月） 第５校時 13：30～14：20 

 

２ 場  所 体育館 

 

３ 単 元 名 Unit７ Foreign Artists in Japan（東京書籍 NEW HORIZON１） 

 

４ 単元の目標 

ＡＬＴに日本の文化について知ってもらうために、写真や動画を見せながら自分の興味のある

ことを説明したり、その内容に関する質問に答えたりする。 

 

５ 単元の評価基準 

 

６ 単元の主な学習活動【単元の指導計画（７時間）】 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度  

聞
く
こ
と 

[知識]代名詞や疑問詞

which、whose を用いた文の

形・意味・用法を理解してい

る。   

[技能]代名詞や疑問詞

which、whose などの理解を基

に、人やものについて話され

る内容を捉える技能を身に付

けている。 

人や文化、言葉や食

べ物などについて知

るために、人やもの

についての情報を聞

いて、概要を捉えて

いる。 

人や文化、言葉や食べ物などにつ

いて知るために、人やものについ

ての情報を聞いて、概要を捉えよ

うとしている。 

 
話
す
こ
と
（
や
り
取
り
） 

[知識]代名詞や疑問詞

which、whose を用いた文の

形・意味・用法を理解してい

る。   

[技能]代名詞や疑問詞

which、whose などの理解を基

に、人やものについて事実や

自分の考え、気持ちなどを簡

単な文や語句を用いて伝え合

う技能を身に付けている。 

人や文化、言葉や食

べ物などについて伝

えるために、人やも

のについて事実や自

分の考え、気持ちな

どを簡単な文や語句

を用いて伝え合って

いる。 

人や文化、言葉や食べ物などにつ

いて伝えるために、人やものにつ

いて事実や自分の考え、気持ちな

どを簡単な文や語句を用いて伝え

合おうとしている。 

次 学習活動 
◇指導上の留意点 ◎評価【評価の観点領域】

（評価方法） 

１ 

単元の目標を理解する。 

Story①の登場人物が何をする人かを聞

き取ったり、質問したりする。 

◇新出文型の導入の仕方を工夫し、代名詞の使

い方に気付かせる。 

◇教科書本文を聞いて要点を聞き取らせる。 
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７ 本時の指導 

（１）学習課題  

本文の内容をリテリングし、自分の考えや気持ちを付け加えて伝えたり、質問に答えたりする

ことができる。 

（２）ねらい 

◯ 自分の考えや気持ちを付け加えて、本文の内容をリテリングしたり、友達の発表を聞いて 

質問したりできる。 

  ◯ ロイロノートを使って自分の考えや意見を話したり、尋ねられたことに答えようとしたり 

している。 

 

 

 

 

 

２ 

 

Story①の内容を理解し、その内容に自分

の考えを付け加えて表現する。 

◇教科書の図を活用しながらリテリングをさ

せる。 

◎自分の考えを付け加えて発表したり、質問に

答えたりできる。 

３ 

Story②の内容を理解して、疑問詞を使っ

て尋ねたり、答えたりする。 

◇教科書の内容を聞き取り、疑問詞の使い方を

理解する。 

◇教科書本文を聞いて要点を聞き取らせる。 

４

本

時 

Story②の表現を参考にして、設定された

話題について自分の考えを付け加えて表

現する。 

◇ロイロノートの白紙共有機能を使って自分

の考えを加えて、リテリングをさせる。 

◎友達の内容を参考にして、自分の考えを付け

加えて発表したり、質問に答えたりできる。 

 

５ 

持ち主が誰であるかを知るために、だれ

のものかを尋ねたり答えたりする。 

◇教科書の内容と聞き取り、疑問詞の使い方を

理解する。 

◇タブレット端末を使って身近な人やものに

ついて紹介させる。 

６ 

Story③の内容を理解し、その内容に自分

の考えを付け加えて表現する。 

◇ロイロノートの白紙共有機能を使って設定

された話題について自分の考えをまとめる。 

◎友達の内容を聞き取り、自分の考えを付け加

えて発表したり、質問に答えたりできる。 

７ 

ＡＬＴの先生に日本の文化について発表

したり、ＡＬＴの先生の外国の文化つい

ての発表を聞いて質問したりする。 

◇聞き手に伝わりやすいようにジェスチャー

や表情とともに説明させる 

◇ロイロノートの白紙共有機能を使って、自分

の考えを深めさせる。 

◇ペアやグループで相談して、情報を付け加え

たり、語句を変えたりして様々な表現ができる

ようにする。 

【知識・技能／思考・判断・表現発／主体的に

学習に取り組む態度発】（観察・ロイロノート） 
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（３）展開 

学習過程 

（形態） 

時間 

(分) 

学 習 活 動 

○教師の働きかけ ・予想される生徒の

反応 

○指導の工夫 ◇評価（方法） 

１ 単語テスト  

    （全体） 

 

２ 本文の内容

復習  

 

３ 本時の目標 

の確認 

（一斉） 

 

 

４ 音読 

（個人） 

  （一斉） 

 

   

５ リテリング 

  （個人） 

 ↓ 

 

 

（グループ） 

 

 

 

 

（グループ） 

 

 

 

 

６ 振り返り 

   （個人） 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

１ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

５ 

 

 

○既習単語のテストをする 

 

 

○ロイロノートで宿題を確認する。 

 

 

○学習課題を確認する。 

 

 

 

 

○音読練習をする。 

①タブレットリーディング１人読

み 

②パワーポイント音読練習 

 

○本文の内容について、ロイロノー

トの白紙共有機能を活用して、キ

ーワードや絵を効果的に用いなが

ら英語でリテリングのためのメモ

をつくる。 

○メモができた生徒からペアやグル

ープになり、リテリングの練習を

する。 

 

 

○グループでの練習を基に、内容の

追加訂正をした後、グループでお

互いに発表や質問、感想を述べる。 

 

 

○録音したリテリングを可視化し

て、英語の発音や語法が正しいか

振り返る。 

 

○本時の目標やペアでの学びについ

て振り返る。 

 

◇ 単語テスト 

 

 

◯前時に配布した本文の内容に

関するカードを確認する。（ロ

イロノート） 

 

 

 

 

 

○読みづらい箇所に気付かせ

る。リピート練習では、音変

化やイントネーションに注意

させる。 

 

○内容についてメモする語数を

生徒の実情に合わせて決めさ

せる。（ロイロノート） 

 

 

○個別支援が必要な生徒に、音

声指導を行う。 

 

 

 

◇本文の内容をリテリングし、

自分の考えや気持ちを伝えた

り、質問に答えたりすること

ができる。 

（観察・ワークシート） 

○ロイロノートのメモと比較し

て、音声面や文法面で振り返

りを行わせることで、次の自

己表現活動への意欲を持たせ

る。 

 

 

 

学習課題  落語についてわかったことを自分の言葉で説明したり、質問に答

えたりすることができる。 
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８ 研究の視点 

 ◯ 本時のねらいを達成するために、１人１台端末やクラウドサービスを効果的に活用すること 

ができたか。 

○ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を通して、主体的・対話的で深い学 

びの実現に向けた授業であったか。 

９ 成果と課題（○成果、△課題） 

 ◯ デジタル教科書を活用することで学校や家庭での学習が可能となり、家庭学習の充実につな 

がった。 

 ◯ 生徒自身の発話を文字で視覚化できることで、音声面だけでなく文字の面でも教師が指導評 

価できるようになった。 

 ◯ 視覚化された表現を生徒がお互いに見ることで、自己表現の幅を増やすことにつながった。 

 △ 端末利用の過程で、ハード面（端末・通信環境）の改善が必要であると感じた。 

 △ 評価の面においてＡＩによる評価と教師の評価の整合性について研修を重ねていかなけれ 

ばならないと思う。 

 △ 端末を活用した学習を通して、どのように定着につなげていく研究していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ ロイロノートによるメモの共有 写真１ グループ活動の様子 
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松山市立拓南中学校の取組 

－美術科の授業における授業実践－ 

１ 日 時 令和５年 11 月 15日（水）13:45～14:35（美術室）  

２ 題材名 伝えるためのデザイン 

３ 本時の指導 

 ⑴ 本時の目標 絵の具などの特性を生かし、よりよく伝えるための表現方法を追求して、創  

造的に表すことができる。 

 ⑵ 準備物  フラッシュカード・プリンター 

 ⑶  展 開 

学習活動 時間 〇教師の働きかけ ・予想される生徒の反応 〇指導の工夫 

◆評価（方法） 

１ 本時の学習

について理解

する。（全体） 

 

 

 

 ５ 

 

 

 

 

 

○ 前時を振り返って、本時はどのような活動

にしたいか。 

・うまく表現できなかった部分を直したい。 

・友達に見てもらって意見をもらいたい。 

 

 

○ 思考の流れを意識

したデジタルワーク

シートを使うことで、

本時のねらいや流れ

を理解できるように

する。 

２ 作品につい

て意見を交換

する。 

  （小集団） 
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○ 作品制作の計画や実際の作品について、説

明し、友人からアドバイスをもらおう。 

・□□の部分はデジタル機器を利用すると有効

だ。 

・□□の部分は非常に工夫されている。自分の作

品に生かせるところはないかな。 

○ 双方向での意見の

やり取りを行うこと

で、テーマについて客

観的な視点で考えを

深められるようにす

る。 

３ 下絵や着色

を行う。 

   （個人） 

 

 

 

 

 

 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ よりよく伝えるために表現方法を工夫しな

がら制作を進めよう。 

・アドバイスを参考にもっと□□な色に変更し

よう。 

・より□□な印象を伝えるためにはどうすれば

よいだろう。 

・□□部分はパソコンを使って編集してみよう。

□□部分は手描きの方が良いな。 

・実際にやってみたけれど上手くいかない。違う

方法を試そう。まずは試作品を作ってみよう。 

○ 生徒がいろいろな

表現 にチャレンジす

ることができるよう、

様々な用具 を準備す

る。 

◆ 材料の特性を生か

し、意図に応じて表現

法を創意工夫できてい

るか。（デジタルポー

トフォリオ） 

４ 本時のまと

め 

（個人） 

  ↓   

   （全体） 

 ５ 

 

 

 

 

○ 本時の学びをデジタルポートフォリオにま

とめよう。 

・□□部分はイメージに近いレベルに仕上がっ

た。来週もこの方法で進めよう。 

・□□部分の解決法を誰かに相談したいな。 

○ 本時身に付けた学

びを次時につなげる

ことができるよう、デ

ジタルワークシート

に記入させる。 

 ⑷ 研究の視点 

 〇 それぞれの生徒が主体的に自己を発揮することができる学習指導法の工夫ができていたか。 

  〇 ＩＣＴ機器を活用して、効果的な学習活動が行われたか。 

 

よりよく伝えるための表現方法を工夫しよう 
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松山市立雄新中学校の取組 

―校内サポートルームにおける Zoom 授業配信について― 

１ はじめに 

本校では、校内サポートルームでの Zoom を用いたオンラインでの授業配信についての実践を

している。今年度で３年目となる。一昨年度は約半年間、昨年度は年間を通して行い、その中で

見えてきた課題や解決例を紹介する。 

２ 研究の取組（例：実施するための工夫、活用例など） 

（１）授業配信の取組 

本校では Zoom を活用して授業配信を行なっている。これにより、オンラインでの授業配信

の視聴と同時に Zoom のレコーディング機能を用いた録画を行うことができる。レコーディン

グした授業は、ハードディスクへ保存している。サポートルームを利用する生徒は保存された

授業を、いつでも、何度でも視聴することができる。 

（２）授業配信を行う上でのサポートルームの取組 

サポートルームでは、授業配信を行う際に、生徒が授業に集中できるように環境整備を行っ

ている。まず、配信される授業が視聴する生徒のクラスのものではない事を考慮し、日々の時

間割を分かるように掲示している。また、１人１台端末の保管庫を設置し、電力の消費が激し

い授業配信へも対応できるようにしている。イヤホンの利用や、カメラの改善といった視聴に

おけるオーディオ部分の工夫も行っている。 

３ 成果 

（１）サポートルームで学習を行っている生徒はこれまで、eライブラリなどの一問一答やワーク    

の問題を解くといったアウトプットに偏った学習が中心であったが、配信授業を視聴すること

によってインプットの学習を行うことができるようになった。また、学習内容や時間を自分で

決めて自由に行っていたが、配信授業を見ることによって 50 分間、１つの教科を学習する習

慣が定着し始めている。 

４ 課題 

（１） 授業配信の柔軟な運用を行うことができる環境整備が課題である。現在、各学年１クラスず

つ配信用のタブレット端末を設置し、実践を行っている。設置後は、サポートルームの担当教

員以外は原則、タブレット端末に触る事はない。そのため、活用が進んでいるロイロノートを

使った説明やテレビでの解説が行われている際は授業配信を受けている生徒は時間を持て余

している。そのため、ロイロノートの活用方法や機器の調整などについて全教員が理解を深

められれば、学習効果もさらに高められると考える。 

（２） 今年度から導入されたメタサポと連携を図っていきたい。現在、配信授業は校外で視聴でき

ない状態である。メタサポを活用して限定的な公開から開始し、不登校生徒の学習の手助け

となるようにしていければと考える。 

５ 終わりに 

校内サポートルームにおける授業配信は、今年度で３年目の実施となる。ＩＣＴもより進化し

ていく中で、よりよい授業配信を行うことができれば、学校現場での授業の可能性も広がってい

くのではないかと考える。教室で授業を受けたくても受ける事ができない生徒の手助けだけでは

なく、いくつかの教室での同時視聴が可能となるため、習熟度別の教室に分けることや研究授業

の協議の材料として活用することができるのではないだろうか。 
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松山市立勝山中学校の取組 

 

１ ＩＣＴ活用に関する取組 

（１）情報教育経営案や全体計画から 

本校は文部科学省より「リーディングＤＸスクール事業」の指定を受け、１人１台端

末やクラウド環境を活用し、以下の３つの内容を重点的に取り組んだ。 

○ 生徒の情報活用能力の育成 

○ 「主体的・対話的で深い学び」の実現 

○ 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

これらを達成させるための具体策として、「情報活用能力の育成」、「ＩＣＴ機器を利用

した学習指導の実践」、「校務のＤＸ化」を掲げ、様々な研修や授業改善に取り組んだ。 

（２）実施した研修 

本校では月に１回、ＩＣＴに関する校内研修を教育研修センターなどから講師を招い

て行った（写真１）。 

５月 ＣＢＴシステムの活用 

６月 クラウドサービスの活用 

７月 クラウド活用で校務の情報化 

８月 １人１台端末を活用した授業改善 

９月 各教科によるＩＣＴ研修 

10 月 汎用的ソフトウェアの活用 

11 月 （自己研修及び実践） 

12 月 実践報告会 

１学期では、EILS やロイロノート、Teams など、様々なシステムやクラウドサービス

の実践的なノウハウを身に付けることを目的とした研修を行った。２学期では、活用法

ごとのチームに分かれ、身に付けた知識を活かして研修・実践を行った。 

この他にも個人で自主的に外部の研修に参加するなど、研修を通して教員の情報リテ

ラシーを向上させ、学校全体で情報教育の推進に取り組んだ。 

（３）具体的な実践内容 

ア 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

ロイロノートの「共有ノート」を使って、個人では学習がなかなか進まない生徒の

手助けをしたり、「シンキングツール」を用いて視覚的な整理や協働的な考察を行う

場面を多く取り入れたりした（写真２）。 

イ 動画教材やオンライン環境の活用 

デジタル教科書や NHK for School にある動画やコンテンツを活用した授業を行っ

た（写真３）。また、Microsoft の Teams のビデオ会議機能を校内の生徒総会や小中

交流会などに活用して実施した（写真４）。 

ウ 端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実等 

１人１台端末になったことにより、家庭学習も充実してきており、Teams の課題機

能を用いて生活日記の指導を行ったり、各教科での予習や宿題を端末を用いて提出

させたりした（写真５）。生徒が自分のペースでじっくりと取り組むことができるよ

うになるとともに、提出した課題をもとに授業を組み立てることで、話し合う時間

を増やすことができるなど、授業改善につながっている。 

  エ 校務の徹底的な効率化 

Teams を活用したペーパーレスの職員会議を実施した。チーム内にファイルを作

成し、資料をあらかじめ入れておくことで、内容の確認・編集を容易に行えるように

なった。また、学校保護者間連絡ツールの「tetoru」も今年度より導入し、保護者へ

の連絡に役立てている。 

写真１ 校内研修の様子 
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２ 成果と課題 

（１）成果 

これまでの取組を通して、生徒及び教員のＩＣＴ活用が日常化してきた。それに伴っ

て教員のＩＣＴ活用指導力が底上げされ、生徒のＩＣＴスキルの向上に繋がった。さら

に「生徒の学びの形態の変容」がみられ、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一

体的な充実の一助となった。 

（２）課題 

課題としては、汎用的なクラウドサービス（Microsoft）事例の不足があげられる。

様々な研修を通して活用に向けた知識は身に付けてきたが、実践事例はまだまだ不足

している。また、校務のＤＸ化も本格的な実用には至っておらず、今後の活用に向けて

さらなる改善が必要である。 

３ 今後の取組 

上記であげた課題を改善するために、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的

な充実に向けた更なる授業改善及び汎用的なクラウドサービス事例の創出を行っていく。

まずは、教員がＩＣＴ機器を活用するための知識を身に付け、日常的に活用していかなけ

ればならない。したがって、校務ＤＸ化の更なる推進にも重点を置き、成果と課題を精査

して、引き続きＩＣＴ活用の研究を継続していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ デジタル教科書の活用 写真２ 共有ノートやシンキングツールの活用 

写真５ Teams の課題機能を使った 

生活日記指導 

写真４ 小中交流会の様子 
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東中学校の研究実践 

英語科 領域統合型の言語活動を中心とした生徒主体の授業づくり 

―リテラチャー・サークルの手法を用いた話し合い活動を通して― 
 

１ 主題設定の理由 

  令和３年度「松山市の授業モデル」とＩＣＴを組み合わせて、領域統合型の言語活動

を中心とした授業づくりとして、リテラチャー・サークルの手法を用いた話し合い活動

に取り組み、その成果を検証したいと考え、本主題を設定した。 

２ 研究の仮説 

リテラチャー・サークルの手法を用いた生徒主

体の話し合い活動は、生徒が英語でコミュニケー

ションを図るための資質・能力の育成に効果的な

技能統合型の言語活動であるだろう。 

３ 研究の実際 

（１）リテラチャー・サークルについて 

教科書の読み物を題材とし、役割シートを 

使って事前準備をした後に話し合い活動を行う方法を提案した。生徒４人グループ

を基本とし、一人一つの役割を担当し、役割別の課題に取り組む。グループで話し合

いを行う前に各グループの同じ役割を担当する者同士のグループを作り、困り感を

共有・解決するジグソー学習を取り入れた。 

教科書本文の内容について話し合うためには、本文内容をよく理解しておくこと

が必要である。ロイロノートの画面配信機能を使いながらストーリー・スライドで導

入したり、本文カードで文法事項の説明をしたりしながら、場面の変化や登場人物の

心情を理解させた。 

 

（２）授業実践と考察 

Unit５ Universal Design でリテラチャー・サークルを行った。 

学習課題は、【Why is “universal design” important?】とし 

た。ミニレッスン、ジグソー学習を経て、14 分間英語のみで話し 

合いをした。 

グループで話し合うトピックを個人の問い、Personal Question 

（ＰＱ）を考えさせた。グループのメンバーのＰＱを共有し、ロイロノートのシンキン

グツールを用いて優先順位をつけさせ、一番上にきたものを班の目標とした。タブレッ

ト端末を用いて家の中で見つけたユニバーサルデザインの製品や、サッカースタジアム

内の車椅子用のエリアの写真を準備し、提示しながら説明する生徒がいた。 

４ 研究の成果と課題 

リテラチャー・サークルの実践とそれに向けた学習活動を通して、生徒の「伝えたい

こと」を生み出し、即興的なやり取りの場を作り、間違えを繰り返しながら調整し、自

ら学びに向かう姿勢を育成することができた。 

リテラチャー・サークルの活動に消極的な生徒もいる。班編成を工夫し、安心して自

分の意見が言えるように配慮したい。定期試験では書くことが中心となるため、話し

合い活動で培われたコミュニケーション能力は結果として表れにくいのかもしれない。

しかし、パフォーマンステストとして充分評価できていることを伝え、粘り強く学習

に取り組むよう助言したい。 
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松山市立道後中学校の取組 
 

１ 実施日時 

  令和５年８月 24 日（木曜日）     13：30～15：00 

２ 実施場所 

  職員室 

３ 受講人数 

  27 人 

４ 実施内容「Teams を活用したあゆみの指導方法について」 

 

本校では時間割をロイロノートで配信している学

年があり、そのため、日記指導をしていないクラス

もある。そこで、１人１台端末を利用してクラウド

を使った日記指導を行う方法を二つ提案し、それぞ

れの方法の利点と難点を確認し、どうするのがよい

か協議した。 

   ①ファイル共有を利用した指導 

②フィードバックを利用した指導 

 

 

 

 

４ 所感 

今回研修に使った二つの方法について、①の方法であれば、教員側がファイルを作成

して OneDrive に入れておくことで、生徒はいつでも編集することができる。また、それ

に対して教員もいつでもコメントできる。しかし、教員と生徒が同時編集をすることも

あり、生徒が教員のコメントを改ざんすることも可能である。②では、教員のコメントを

生徒が触ることはできないが、毎週又は毎日ファイルを送り、提出期限を設定して毎回

フィードバックする必要がある。 

ＩＣＴを効果的に活用する上で、状況に応じて最善の方法を選択する必要がある。そ

のためにも研修を積み重ねて知り得ていくことが大切であると感じた。今後、ＩＣＴ機

器を使う機会がさらに増えると考えられるため、全教職員で教科指導だけでなく、生徒

指導等、様々な場面で活用できる方法を考えていきたい。 
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松山市立鴨川中学校の取組 

 

松山市幼保小中連携推進事業 訪問・公開授業における活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 当日の題材名 

  「学校・地域の活性化と課題解決に向けて」 

児童会・生徒会活動（３）ボランティア活動などの社会参画 

２ 当日の参加児童・生徒 

潮見小学校６年生、久枝小学校６年生及び鴨川中学校２年生 

  ※潮見小学校５年生、久枝小学校５年生、鴨川中学校１・３年生は Web 会議システム 

で参加 

３ 当日の参加児童・生徒の様子及び１人１台端末の活用状況 

  会場である鴨川中学校体育館では、司会団や各班に１人１ 

台端末を準備させ、ロイロノートを活用しながら、話合いを 

進めたり、全体での意見共有を図ったりした（図１・２）。  

体育館と各教室を Web 会議システムでつなぐことにより、 

教室から子ども会議に参加している生徒も話合い活動に参加

することができ、教室での話合いの結果も体育館での意見集約

に反映させることができた（図３）。 

 １人１台端末を利用することが日常的なものになってきてい

ることで、ロイロノートや Web 会議システム等の操作に慣れて

いる生徒が多く、生徒が端末を使用する場面はスムーズな授業

展開となった。 

様々な機器の接続には専門的な知識が必要であり、当日の対

応も含めて、学校サポートセンターが大きな力となった。今後

とも個人として知識が足りなかったり、対応できなかったりす

ることは、教員間の連携だけでなく、サポートセンター等とも

連携しながら、端末の活用を推進していきたい。 

 

 

 

 

研究主題 

探究的な見方・考え方を働かせ、他者と協働して課題を解決する子どもの育成  

～子ども会議発信  住み続けられるよりよい校区づくりを目指して～  

主題設定の理由及び連携の状況  

  潮見小・久枝小・鴨川中は、「三校子ども会議」を行っている。この会では三校の小

中学生の代表が集まり、各学校の取組について情報交換を行い、学校及び地域の活性

化のための課題やその解決策について話し合っている。互いの連携・交流促進を図り、

児童・生徒のリーダーシップを培うことをねらいとして平成 27 年度に始まり、現在

に至っている。  

  本研究について、既存の子ども会議を活用し、各校の良さを生かして、小中学校が

更に連携を深めることが学校や校区全体の活性化につながると考えた。そこで、小小、

小中及び地域とのつながりの中で進んで他者と関わり、よりよく生きる子どもの育成

を目指し、本主題を設定した。  

図１  班での話し合い  

図２  全体での意見共有  

図３  教室での様子  
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松山市立内宮中学校の取組 

 

１ 技術・家庭科（技術分野）の授業における活用 

 １年生の生物育成の授業では、「家庭科の調理実習で使用するためのホウレンソウを栽培

しよう」という題材で授業実践を行った（図１）。ロイロノートを活用し、作業の様子をそ

れぞれの記録係が撮影し、共有している提出箱に提出させた。生徒間共有によりカードや

写真などの共有はできるが、教師が操作をしなければならないことや、使用状況を確認す

る手間があるため、共有した提出箱の活用は効率よく授業を進めるために効果的であった。 

 また、収穫したホウレンソウの重さを測った後、家庭科で配布された調理実習の計画に

目を通し、使用する調味料の準備を想像する生徒の姿が見られた（図２）。これはＩＣＴが

校内の学習活動に深く浸透しているためだと考えられる。他教科の学習内容を手元の画面

で瞬時に確認できることはＩＣＴの強みであり、必要な情報を取捨選択しながら、生徒自

ら学びを深める活動は、今後さらに広がっていくものと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 技術・家庭科（家庭分野）の授業における活用 

調理実習の計画を立てる際に、ロイロノートで計画する場合、提出箱を共有することで、

学習の遅れている生徒も自ら確認し、計画を立てることができた（図３）。また、生徒同士

が提出状況を確認することができるため、提出が遅れている生徒に声を掛け合う姿が見ら

れた。このようにロイロノートの活用は、生徒への個別の支援や対応のみならず、生徒同

士のサポートを促し、個別最適な学習を実現するために有効な手段であったと考えられる。 

 調理実習の振り返りでは、技術科で育てたホウレンソウを収穫する際に撮影した写真を

使ってレポートをまとめていた。自ら育て、収穫した野菜を使って調理実習を行うことで、

生徒は食材を育てることの意義や食材を作る存在への感謝の念に気付き、食材を生かして

ほかのレシピへのアレンジや家庭で実践したいという意欲を喚起することができた（図４）。

このことから、ＩＣＴを活用することで、教科を横断した活動を実施し、学習内容を充実

させることができるとわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 家庭科の資料を確認する様子図１ 活動の記録

図４図３
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松山市立三津浜中学校の取組 

―Teams の活用における成果と課題― 

１ はじめに 

本校では多くの教職員が授業だけでなく、保健便りや図書館便り、欠席者とのやり取

りや部活動の連絡にロイロノートを使用している。さらに、アンケートへ簡単にアクセ

スできる Web カードを資料箱に保存しておき、生徒に配布し回答させるなど、様々な場

面でも活用している。中でも、授業では「共有ノート」を活用することで、「個別最適な

学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図っている。 

しかし、ロイロノートの共有ノートでは、自分が記入すべきでないカードまで編集で

き、さらに誰が改編したのか分からないという難点がある。そこで、Microsoft365の Teams

の「ノートブック」を活用することで、上記の問題がある程度解消できると考えた。 

以下は、教職員へ配布した資料の一部である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 成果と課題  

〇 「個別最適な学び」と「協働的な学び」に、共有ノート、ノートブックは有効である。 

〇 誰が最後に編集したかが分かる。（以前の編集の履歴は残らない） 

● 設定に手間がかかる。 

（クラスのチームは、初期設定では学級担任しかメンバーの追加ができない） 

 

３ おわりに 

 ロイロノートだけでなく、Teams（Microsoft365）も有効に活用することで、生徒の成

長に繋げることが大切であると感じる。 
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松山市立高浜中学校の取組 
１ 情報モラル教育の推進について 

（１）令和５年度情報モラル教室の実施 

   ６月 19 日（月）６校時、体育館に教員・全校生徒が集まり、情報モラル教室を実

施した。愛媛県警察から、人身安全・少年課の方を講師にお迎えし、ＳＮＳなどによ

るインターネット被害が増える現状を踏まえた正しい知識や活用の仕方について講演

していただいた。「自分、他人の個人情報は載せない」「画像をアップする際には細心

の注意を払い、簡単に載せない」など、具体的に指導をしていただいた。その後、各

学級での学級活動でさらに実態に合った指導をすることで、効果を高めた。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

図１ 

図１ 情報モラル教室の様子      図２ 情報モラル教室の様子 

（２）小中連携学校保健安全委員会の実施 

   11 月 28 日（火）５校時、今年度２回目の情報モラル教室として、高浜小学校とタイ

アップして１、２年生、保護者を対象に、外部より講師を招き「スマホ・ゲーム依存に

ならないために」と題して講演を実施した。ゲーム依存に陥ると脳の形や機能が失わ

れ、容易に元に戻らないことを話していただくなど、ゲーム依存に陥らない、課金で

自分や保護者に迷惑を掛けないこと等について正しい知識や活用の仕方を身に付けさ

せるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       学校保健安全委員会の様子１         学校保健安全委員会の様子２ 

 

（３）成果と課題 

   今年度は２回の情報モラルに関する講演を開催した。繰り返し、いろいろな方から

のお話を聞くことで、生徒たちにはしっかり考えたり知識を深めたりする機会になっ

た。生徒たちに「学校生活を明るくする調査」などで実態調査をすると、少なからずＳ

ＮＳ等での嫌な経験があることが分かっている。今後も全校で、各学級で、各教科で

繰り返し情報モラルについての学習をしていくことで、未然防止や解決に向けて取り

組んでいく必要がある。 
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松山市立津田中学校の取組 

 

1  日 時  令和５年 11 月 15 日（水） 第５校時（14：10～15：00） 

2  場 所  １年２組教室 

3  単元名  平面図形 

4  単元目標 

観  点 単 元 目 標 

知識及び技能 

○角の二等分線、線分の垂直二等分線、垂線などの基本的な作図の方

法を理解している。 

○平行移動、対称移動及び回転移動について理解している。 

思考力、判断

力、表現力等 

○図形の性質に着目し、基本的な作図の方法を考察し表現することが

できる。 

○図形の移動に着目し、２つの図形の関係について考察し表現するこ

とができる。 

○基本的な作図や図形の移動を具体的な場面で活用することができ

る。 

学びに向かう

力、人間性等 

○平面図形の性質や関係を捉えることのよさについて粘り強く考え、

平面図形について学んだことを生活や学習に生かそうとしたり、作

図や図形の移動を活用した問題解決の過程を振り返って検討しよ

うとしたりしている。 

 

5  本時の指導 

（１）単 元  平面図形（第１学年） 

（２）主 題  垂直二等分線を作図しよう 

（３）ねらい   

 ○作図の方法を確認し、垂直二等分線を作図できる。         【知識・技能】 

 ○垂直二等分線の性質を踏まえて、見通しを持って作図ができる。【思考・判断・表現】 

 

（４）展 開 

学習活動

（形態） 
○教師の主な発問 ・予想される生徒の反応 ○指導の工夫 ◇評価 

１  学 習課

題 を つ か

む。   

（一斉） 

○点 A、B を中心とする半径が等しい２つの円が

ある。２つの円の交点 P、Q と点 A、B の 4 点

を結び、四角形 AQBP を作る。このとき、この

四角形からわかることは何だろう。 

・この四角形は、ひし形になっている。 

・対角線を引くと、線対称になっている。 

○対角線の交点は、どのように交わっているか。 

・垂直に交わっている。 

○ワークシートを配る。 

○ロイロノートで課題カ

ードを送る。 

○ロイロノートで意見を

共有する。 

場面にあわせて、垂直二等分線を作図しよう。  

B 

Q 

P 

 

A 
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２  課 題を

追究する。   

（ 個 人 →

小集団） 

○垂直二等分線の作図の方法を確認しよう。 

・コンパスの線は、円の一部になっている。 

・どのような長さでも二等分できているのか。 

〇垂直二等分線の作図を練習しよう。 

・線分の長さが変わっても作図できる。 

・半径が線分の半分に届かないと交点ができな

い。 

○デジタル教科書で作図

の方法の解説を提示す

るとともに、黒板にコ

ンパスを用いて実際に

作図の方法を見せる。 

○小集団活動を取り入

れ、課題達成が困難な

生徒の手立てとする。 

 
○場面にあった作図を行い、ワークシート４

「２つの家からの距離が等しい位置に自動販

売機を置こう」に取り組み、班ごとの解法を

ロイロノートに提出しよう。 

・家を結ぶ直線と垂直二等分線の交点が答えに

なりそうだけど、 交点の場所に池があるから

どうしよう。 

・垂直二等分線は、２つの半径が等しい円の交

点から考えるから、等しい位置は他にもあり

そう。 

◇作図の方法を確認しな

がら、垂直二等分線を

作図できる。 

〇垂直二等分線の性質に

ついてパワーポイント

にまとめたものを提示

する。 

３  発 展課

題 を 追 究

する。   

（個人） 

    

○２つの家から等しい位置に橋を架けるとき、

川のどの位置にするとよいだろう。作図の方

法を言葉で説明しよう。２人に説明しよう。 

・等しい位置を見つけるには垂直二等分線を作

図するとよい。 

・本当に等しい位置にあるか確かめる方法はな

いか。 

◇垂直二等分線の性質を

踏まえて、見通しを持

って作図ができる。 

 

 

４  本 時の

学 習 内 容

を 振 り 返

る。   

（一斉） 

○半径が等しい２つの円の交点からひし形を見

いだし、垂直二等分線の作図を学習した。本

日の授業の振り返りをワークシートに記入し

てロイロノートで提出しよう。 

〇本時の学習活動を振り

返り、ワークシートに

記入し、ロイロノート

で提出する。 

研究の視点：ＩＣＴを効果的に活用できているか。 
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松山市立垣生中学校の取組 

―国語科の授業における授業実践― 

 
１ 日時 10 月 10 日（火） 

２ 単元名 第２学年国語科 字のない葉書 

３ 本時の指導  

（１）目標 表現に着目して、人柄や心情を読み取ることができる。 

（２）展開 

学習活動 
○指導上の留意点 

◇ＩＣＴの活用 

学習課題

の設定 

１ 本時の目標の確認をする。 

 

 

 

 

○  人物像や人柄を語る語彙を増や

すために、語彙に関する小テストを

行う。 

交流し考

える学習 

２ 前半の思い出から想像される

父親の人柄を簡潔にまとめる。 

 

３ 疎開をしている妹が置かれた

状況を捉える。 

 

 

４ なくなった父親に対して今の

「私」が抱く思いを考え、グル

ープで話し合う。

 

○  本文に直接書かれていない言動

の意味や心情についても読み取ら

せる。 

◇  ロイロノートの共有ノートを用

いて、場面ごとで疎開している妹に

対する家族の心情を考え、学級で共

有する。 

○ 表現の効果を考えさせるために、

前半部分と後半部分の父の人柄や

心情の描かれ方を比較する。 

◇ 父親に関する描写を基に、クラゲ

チャートを用いることで、今の「私」

が抱く思いについて、理由を明確にし

て考えさせる。 

 

 

 

学習の振

り返り 

５ 次時の学習について確認する。 

 

○ 次時は、本時で読み取った父親に

対する「私」の思いについて、自分

の考えを発表することを告げる。 

 

４ 成果 

（１）生徒は相手意識を持って誰に何をどのように伝えるかというアウトプットにＩＣＴ

を効果的に活用することで、主体的、対話的で深い学びとなった。 

（２）ＩＣＴを活用して学級全体の様々な意見をリアルタイムに参照し、本文で書かれて

いる表面的な行動の背景にある、書かれていない心情についてイメージを膨らませる

ことができた。 

 

疎開している妹の変化を父の視点で読むとどう感じるか 
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松山市立興居島中学校の取組 

―英語科における授業実践― 

                                                                            

１ 単 元 名 New Horizon 2  Unit 5  Universal Design 

２ 本時の目標 

〇身近なユニバーサルデザインを紹介するために、身近なものの使い方や自

分の考えを整理して発表することができる。 

３ 本時の展開 

学習内容 時間 学習の流れ・主な言語活動 ◯個別の支援 ◎評価方法 

１ あいさつ 

２ Small Talk 

（ペア） 

３ ディクテーシ

ョン（ペア→

個人） 

 

 

 

４ 本時の課題 

の確認 

（一斉） 

 

５ ペア練習 

（ペア） 

 

 

６ 発表 

（グループ→全

体） 

 

 

 

 

 

７ 振り返り 

（個人→全体） 

      

１ 

３ 

 

10 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

５ 

 

 

 

25 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

・与えられたトピックについ 

て１分間スピーチをする。 

・ペアで音読練習をする。 

・学習者用デジタル教科書の

マスク機能を使って聞き取

った音声を書き取る。 

 

・課題を確認する。 

 

 

 

 

・ペアでユニバーサルデザイ

ンを紹介し合い、質問をし

たり、感想を述べたりする

練習をする。 

・タブレット端末を用いて、

グループ内で、一人ずつ順

番にスピーチを行う。 

・一人ずつ質問や感想を言

う。 

・各グループの代表者が全体

に向けて発表する。 

 

・本時の振り返りをロイロノ

ートのアンケート機能を活

用して行う。 

 

 

 

◯音声のスピードやマスク

の比率を調整し、個のレベ

ルに合ったものに取り組ま

せる。 

 

 

 

 

 

 

◯感想を述べる時に使える

表現を確認させ、より良い

発表になるよう互いにアド

バイスをさせる。 

◎身近なユニバーサルデザ

インについて発表し合い、

お互いの発表について質問

したり、コメントをしたり

している。 

（観察・動画） 

 

 

〇振り返りを通して、次回

の表現活動への意欲を持た

せる。 

 

４ 研究の視点 

 〇相手が知らないことを分かりやすく説明する場面設定は、生徒の主体的に外国語を用

いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養うのに効果的であったか。 

〇ＩＣＴの活用は、学習活動を効率的に展開するのに有効であったか。 

 

 

 

学習課題：身近なユニバーサルデザインにはどんなものがあるだろうか。 
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松山市立余土中学校の取組 

1 人１台端末に関する取組 ～校内研修実施報告書～ 

 

１ 実施日時   令和５年 10 月 18 日（水） 15：20～16：10 

２ 実施場所   コンピューター教室 

３ 受講人数   30 人 

４ 実施内容 

（１）e ライブラリについて 

   学力向上主任と連携し、e ライブラリについての研修を行った。内容は以下のとおり

である。 

① 教員のログイン方法 

  教員のログインの方法や e ライブラリに含まれているコンテンツに関する研修を

行った。 

② 生徒のログイン方法 

  生徒用のログイン ID 番号は４月に配布している。そのログイン方法と取り扱い方

に関する説明を行った。 

③ e ライブラリの活用方法 

生徒用の e ライブラリでログインして、教科で活用できるコンテンツについて研

修を行い、採点機能、生徒の履歴確認などについての紹介を行った。また、全国の高

校入試問題の過去問を検索し、活用していく機能について紹介した。 

（２）EILS に関する研修 

   EILS に含まれる各コンテンツの活用方法、テストの作成方法や自動採点システムに

ついて研修した。 

 

５ 所感 

  １学期に実施した「全国学力・学習状況調査」の結果を受け、学力向上主任と共に、Ｉ

ＣＴの活用を重視し、e ライブラリや EILS のより効果的な活用方法について研修を行っ

た。研修後、e ライブラリや EILS をこれまで活用していなかった教員が積極的に使用す

るようになり、基礎固めができたように思う。 

  これからも、すべての教員がＩＣＴの効果的な指導方法について考え、生徒の学力向

上に導いていきたい。 

 

         

写真 1 学力向上主任による指導      写真２ 実技研修  

 

 

 



28 

松山市立湯山中学校の取組 

―保健体育科の授業における授業実践― 

１ 日  時 令和５年 11 月 15 日（水） 第６校時 14：10～15：00 

２ 場  所 学習センター 

３ 単 元 名 傷害の防止 「応急手当」 

４ 指 導 観 

（１）単元について 

   本単元は、主体的・協働的な学習活動を通して、応急手当の意義の理解、傷害の悪化

を防止するための知識や技能の習得、傷害の防止に関する課題を解決するための思考

力・判断力・表現力の育成を図ることができる単元である。また、単元の指導計画の中

に実習を取り入れることにより、迅速かつ適切な応急手当の技能を身に付けるととも

に、その目的が傷害の悪化防止であることをより深く理解させることができる。 

（２）生徒の実態について 

本校のけがの実態としては、自転車通学生の登下校中のけがが多く、その種類は擦

過傷や打撲、骨折など様々あるが、中には救急搬送されたケースも生じている。学校

周辺の道路は坂道が多く、見通しの悪い箇所もあるため注意が必要である。学習前に

行ったアンケートによると、本学級でも生徒の約半数が校外でけがをしたことがある

と回答した。そのけがの対応のアンケート調査から、自らが応急手当を行おうとする

生徒は少ないと考えられる。 

（３）指導について 

本時の授業は、養護教諭が行う。養護教諭が授業をする意義は、応急手当について

の専門的な知識と豊富な経験に基づいた指導ができることにある。また、本校におけ

る校内外の傷害について情報を提供することで日頃の学校生活や自分の行動と結び付

けて傷害の悪化防止について考えさせることもできる。前時に、応急手当が必要な事

例を動画で視聴し、自分の意見をまとめる。本時では、さらにグループでも適切だと

思われる応急手当について話し合う。自分の考えを伝えるだけではなく、他者の意見

も聞き、それぞれの考えを共有し合うことで生徒一人一人の考えを深めることにつな

げたい。また、応急手当の意義を確実に理解させることで、状況に応じた判断を行

い、自信を持って応急手当ができる生徒を育てたい。 

５ 指導計画（評価計画など） 

 

 

時 
主な学習内容 

指導者 
学習指導要領２内容(3) 本校の指導内容 

１ エ 応急手当 応急手当の意義と方法 

実演 

T1：保健体育科教諭 

T2：養護教諭 

２ 応急手当の実施 

（パフォーマンス課題への取

組その１） 

T1：保健体育科教諭 

T2：養護教諭 

３ 

（本時） 

応急手当の適切な方法 

（パフォーマンス課題への取

組その２） 

養護教諭 

４ 心肺蘇生法 

（必要性や方法の理解） 

T1：保健体育科講師  

T2：養護教諭 

５ 心肺蘇生法 

（実習） 

T1：保健体育科講師  

T2：養護教諭 
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６ 指導案 

（１）目 標 

   傷害の悪化を防止する適切な応急手当について、他者と話し合ったり、ノートなど 

に記録したり、実践したりして筋道を立てて伝え合うことができる。 

（２）展 開 

学習活動 
時間

（分） 
○ 指導上の留意点 ◎ 評価【観点】(方法) 

１ 前時の振り返りを行う。（全体） 

 

２ 本時の学習課題を確認する。 

             （全体） 

 

 

 【事例１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ グループで話し合う。（小集団） 

 

 

４ 最善だと考える手当法をペアで録画

する。（ペア→全体） 

 

 

 

 

 

 

５  適切な手当ての方法を確認する。     

（全体） 

 

６ 本時の学習の振り返りと次時 

の学習内容を確認する。 （全体） 

２ 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

５ 

○ 応急手当の意義について確認する。 

 

○ 学習課題を提示する。 

 

 

 

 【事例２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 前時で撮影した各自の動画を見せ合い、最善の応急

手当の方法を話し合わせる。 

 

○ グループで話し合ったことを基に、個人が最善と考

えた手当の方法を互いに施し、ペアで録画させる。 

○ 録画の際に手当の根拠を言葉で相手に伝えさせる。 

◎ 傷害の悪化を防止する適切な応急手当について、改

善点を見付け、実施し、その根拠を他者に伝えること

ができる。【思考・判断・表現】（観察・動画） 

○ 何人か全体で発表させる。（ロイロノート） 

 

○ 教師が適切な手当法や道具の使い方を見せる。 

 

 

○ 本時の活動を振り返らせる。 

○ 次時の学習内容（心肺蘇生法）について伝え、見通し

を持って取り組めるようにさせる。 

研究の視点 

〇 ロイロノートでの動画撮影や話合い活動は、思考力・判断力・表現力の適切な見取り

につながっていたか。 

〇 養護教諭の専門性を生かした授業は、生徒の学びにとって効果的であったか。 

 

 Ａさんは自転車で転倒してしまいま

した。右肘に擦り傷があり出血していま

す。また、自転車の下敷きになっていた

右足首に強い痛みを感じています。 

  傍にいたＢさんは、自分の持ち物とＡ

さんの持ち物を確認し、右肘にはタオル

を当て、右足首は教科書とハンカチ２枚

を使って固定する手当てをしました。 

学習課題 「傷害の悪化を防ぐため、適切な処置を考え、手当をしよう」 

」  

 Ｂさんは自転車で転倒してしまいま

した。左膝に深い切り傷があり出血して

います。また、自転車の下敷きになって

いた左手首に強い痛みを感じています。 

  傍にいたＡさんは、自分の持ち物とＢ

さんの持ち物を確認し、左膝にはハンカ

チを当て、左手首はタオルを巻き付け首

から下げる手当てをしました。 
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松山市立日浦中学校の取組 

 

１ 数学科 

振り返りの実践として、単元ごとにポートフォリオを

用いている。ポートフォリオは日々の課題とした。 

ポートフォリオの内容は、以下の３つである。 

①  学びの記録（黒板、ノート） 

  ②理解確認課題（授業中の問いなど） 

  ③まとめ・振り返り 

  単元の途中に達成状況を自己評価する機会を設け、生

徒の理解度を確認し、フィードバックできるようにして

いる。 

  また、本校は少人数であるため、ロイロノートの共有機

能を使って全員がお互いのポートフォリオを見ることが

できるようにしている。他者の考えを参考にすることで、

全員がポートフォリオを用いて振り返りができている。 

 

 

２ 生徒会活動（専門委員会） 

（１）専門委員会の記録を、ロイロノートの共有機能

で行っている。事前に前月の反省を書いてくること

で、当日の委員会の運営を円滑にした。また、デー

タを広報用紙に反映し、学級へのお知らせや全体掲

示を作成する手間を削減した。 

（２）ロイロノートのアンケート機能を使い、委員会活

動の振り返りを各自行った。自分で活動を振り返る

ことで、自己調整能力を高め、主体的に委員会活動

に取り組めるようにした。 

 

 

３ 校内掲示（テスト対策） 

期末テスト前に、ロイロノートのシンキングツー

ルを用いて１年生からの質問に２・３年生からアド

バイスする取組を行った。テストに対して困ってい

ることや悩んでいることについて、生徒の縦のつな

がりを生かしてコミュニケーションをとることで、

生徒の意欲を向上させることができた。また、１年

生はアドバイスを受けて先輩へのメッセージを作

成し、アドバイスした生徒も自己有用感を高める取

組を行った。また、ロイロノート内だけでなく、印

刷して校内掲示を行い、テストに向けての雰囲気を

学校全体で作っていくことに貢献した。 

 

 

 

 

資料１ 数学ポートフォリオ 

資料２ 専門委員会記録用紙 

資料３ 学習アドバイス 
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松山市立旭中学校の取組 

―情報（１人１台端末）に関する取組― 

１ はじめに 

研究主題「確かな学力の育成～これまでの教育実践（不易）とＩＣＴ活用（流行）の 

ベストミックス～」を目指し、確かな学力を育成するために１人１台端末を活用し、次 

のような取組を行った。 

 

２ 研究の取組 

（１）１人１台端末の効果的な活用 

知識及び技能の育成 

○デジタル教科書の活用 

    ・授業の効率化、英語音読練習 

   ○EILS の活用 

    ・小テストや中間テストでの活用 

    ・学習状況の把握と個別指導 

    ・期末テストや診断テスト（原則全教科）での活用 

   ○デジタルドリル（e ライブラリ）の活用 

    ・授業後の復習や課題で活用 

    ・夏休みの課題での活用(原則全教科)  

思考力・判断力・表現力の育成 

   ○授業支援ツールを活用した発表（ロイロノート） 

   ○思考の共有による相互評価 

   ○ｅスタの活用  

（２）ＩＣＴ活用力向上のための校内研修の充実 

・５月 17日(水) ロイロノート ・８月 ２日(水) NHK for school 

・６月 22日(木) EILS          ・８月 ７日(月) EILS、ChatGPＴ、全国学テ分

析 

・７月 ５日(水) eライブラリ  ・８月 24日(木) EILS、Teams、全国学テ分析 

・７月 24日(月) e ライブラリ 

          

３ 成果 

（１）各授業で１人１台端末を使用することが増えたので、生徒も操作に慣れスムーズに

抵抗感なく１人１台端末を活用することができた。また、ＩＣＴを活用した授業づく

りを行うことで、個に応じた学習課題が設定できたり、生徒の学習意欲の向上につな

がったりし、学力の向上に役立っている。また、評価の面でも、レポートや動画の提出

を活用することができている。 

（２）校内研修を通して、教員のＩＣＴ活用スキルが向上し、授業で効果的に活用する教

員が増加した。校内で共通理解し、学校全体で学力向上のためにＩＣＴ活用を取り組

むことができた。 

 

４ 課題 

（１）授業での効果的なＩＣＴの活用方法をさらに検討する必要がある。 

（２）今後も校内研修を行い、各教科でのＩＣＴ活用場面を模索したり、情報を交換する

ことで教職員の資質・能力をアップデートしていく必要がある。 



32 

松山市立久米中学校の取組 

１ 研究の実践  

（１）授業実践 

目標：補助をしたり仲間に助言したりして、教え合いながら練習に取り組もうとしてい

る。 

 

 

学習活動 
◇指導上の留意点、ＩＣＴの活用【   機

能 】 

 

 

 

導 

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

交 

流 

し 

考 

え 

る 

学 

習 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

１ 整列、挨拶、出席確認を行う。 

 （全体） 

２ 体操、ストレッチ、補強運動を行う。 

 （全体） 

 

 

 

３ 班ごとに分かれて、練習を行う。 

 （グループ） 

 ・自分が選んだ３つの技の組み合わせ

技の練習をする。 

 ・撮影した動画を見て、班員が助言を

する。 

 ・仲間からのアドバイスを踏まえて、

練習に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の振り返り・次回の学習内容の

確認をする。 

 （全体） 

 

 

◇一人一人の健康状態を確認する。 

 

◇けがのないよう、丁寧に体を動かすよ

う伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇班で交代しながら動画撮影をするよう

声掛けをする。 

◇補助をし合うなど、安全に留意して練

習に取り組ませる。 

 

◇タブレット端末を見ている時間が長く

ならないよう、実技・撮影、確認・助言

のサイクルが円滑に行えるよう助言す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

◇仲間の補助をしたり、助言をしたりし

ながら活動することができたか考えさ

せる。 

【    ロイロノート・提出箱】 

 もっとも良い出来ばえの動画を提出する。本時の振り返りもテキストに入力

して提出させる。  

補助や助言をしながら、組み合わせ技の練習をしよう。 

【    動画撮影】 

 ３つの技を組み合わせた動画を撮影

する。撮影した動画を見て、改善点を

助言する。 
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（２)授業の実際 

  単元全体で３時間のうちの３時間目にタブレット端

末を活用した授業を行った。１、２時間目の授業では

課題別のグループで、互いに補助や助言をし、教え合

いながら活動した。 

グループの友達同士で、「もっと強く蹴って！」「肘

を曲げて！」などの励ましやアドバイスの言葉があっ

たり、できるようになったときに自然と拍手が起こっ

たりする様子が多く見られた。 

ただ、授業の後半には、手の痛みや意欲の低下か

ら、消極的になる生徒も見受けられた。そこで、授業

の中盤には、全体を集めてできるようになった技を披

露させたり、技のコツやポイント等について意見を述

べ合ったりして、授業後半の活動で課題意識を持って

意欲的に取り組めるようにした。 

過去の失敗経験等から、鉄棒に対して苦手意識や恐

怖心のある生徒には、技術的に簡単な技を紹介した

り、段階的に取り組む練習方法を伝えたりした。 

 

２ 研究の成果と課題 

（１）成果 

  タブレット端末で動画撮影をし、自分の試技を視覚的にフィードバックすることで、

自分の動きを認識し、課題を明確にすることができた。また、活動意欲の向上や教え合

う際のヒントにつながった。想像していた自分の動きとの違いに驚いている生徒もお

り、技ができるだけでなく、見ばえを意識し、より美しくできるよう練習していた。 

また、グループでの交流活動においては、タブレット端末を大きな画面で友達と一緒

に動画を視聴することができ、技能の得意不得意に関係なく、教え合う様子が見られ

た。 

 

（２）課題 

  運動場は、ネット環境が悪く繋がりにくい場面が多く見られた。 

最初に提示した技がどのような技か分からず、聞いてくる生徒が多くいた。そのた

め、手本の動画を生徒が必要に応じて見ることができるように、事前に撮影し、生徒に

送っておくべきだった。 

また、動画を撮影、確認、助言する交流活動をしていると、実際に鉄棒に触れている

時間が少なくなった。技能面の個人差が大きく、提示した技では物足りなさを感じる生

徒がいた。 

  今後は、生徒の運動量を確保しつつ、より技能習得や教え合い等の活動に効果的なＩ

ＣＴ機器の活用の仕方を考え、実践していきたい。 
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研修の様子１ 

研修の様子２ 

研修の様子３  

松山市立小野中学校の取組 
 

１ 実施日時 

  令和５年７月 20 日（木） 13：00～14：00 

 

２ 実施場所 

  職員室 

 

３ 受講人数 

  21 人 

 

４ 実施内容 

 （１）Microsoft OneDrive について 

    OneDrive の使い方やファイルのまとめ方や注意点 

を伝えた。特に OneDrive 内には個人情報を入れない 

ことや Zip ファイルから解凍するときに文字化けしな 

い方法など、実用的な内容を伝えた。 

                                               

 （２）ロイロノートの共有ノートについて 

    最近追加された機能について紹介した。また、 

   ３年部で共有ノートを活用した事例があったので、 

それを紹介し、これからの授業等に活用できるよ 

うに実習を行った。 

  

（３）タブレット端末の復旧作業について 

    全教職員が復旧作業をできなければならない。そ 

こで、全員の教員がタブレット端末の不具合に対応 

ができるように動画を視聴した。 

 

５ 所感 

  今回、情報主任の先生と協力しながら校内研修を行う 

ことができた。今回の研修のテーマとして、全教職員が 

よく利用し、かつ理解できる内容で研修を行うようにし 

た。全員が実際にパソコンを操作することで、どのよう 

に活用するのかを知ることができ、早速授業で使ってみ 

たいという教員が多くいた。今後も校内での実践研修を 

設け、積極的なＩＣＴ活用につなげていきたい。 
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図３ 「クミハン」を使用

して作成した新聞  

図４  NHK for school

の活用例 

図５ EILS を使用して

いる生徒の様子 

松山市立久谷中学校の取組 

 

１ 総合的な学習の時間 

（１）多様な場面でロイロノートの共有ノートを用いた班活動を行った。調べ学習や意見

を集約し整理する場面で、班員のそれぞれの思考の流れが共有でき、話合いを円滑に

進めることができた。また、思考ツールを手軽に使える点や状況に応じて、思考ツー

ルを生徒自身が選択することができる点も効果的であり、生徒が学びをまとめる上で

有用であった。 

 

 

 

 

 

 

                図１ 共有ノートの活用例   図２ 活動の様子 

 

（２）タブレット端末向け新聞制作ソフト「クミハン」を用いて、「職

場体験新聞」を作成し、職場体験学習のまとめを行った。新聞記

事の作成には文章推敲が必要不可欠である。「クミハン」を用いて

まとめたことで、生徒たちは手軽に、何度も文章を推敲すること

ができ、これによって自身の学びを丁寧に振り返ることができた。

また、完成した新聞を掲示して、読み合うことで、個人の学びを

全体で共有することができた。 

  

      

                                

２ 教科指導 

（１）デジタル教科書の活用によって、数量の変化や訂正前の

答案と訂正後の答案の比較など、口頭や黒板での説明では

わかりづらい事象に対して、視覚的にわかりやすく説明で

きるようになった。特に、数学科においては練習問題の答

えなどを即座に示すことができ、授業の効率化にもつなが

っている。また、「NHK for school」の「10min ボックス」

などの動画教材と併用することで、授業内容に関連した魅

力的な資料を多く示すことができ、生徒の知識理解や技能

習得を促進することができた。 

 

（２）EILS による期末テストを実施した。これにより、採点をす

ばやく行うことができた。解答用紙をデジタル化したことで

生徒たちは自身の優れていた点や課題点をいつでも、どこで

も確認することができるようになった。また、合計点の計算

がすぐにできるため、テスト作成時の配点計算をスムーズに

行うことができ、教員の負担軽減にもつながった。一方で、

実施においてタブレット端末不調時に備えた紙媒体の準備

や情報主任等との連携も必要となる点は今後の課題である。 
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松山市立南中学校の取組 

―道徳科の授業における授業実践― 

 

１ 主 題    安全で節度ある生活（Ａ－（２） 節度、節制） 

２ 教材名    ＳＮＳとどうつき合う？ 

３ 本時のねらい ＳＮＳの使い方について話し合うことを通して、自分の生活を振り返

り、節度を守り節制に心がけ、安全で調和のある生活をしようとする態

度を育てる。 

４ 展開 

学習活動 主な発問と予想される児童（生徒）の反応 ○指導上の留意点◇評価 

１  ＳＮＳの

よ い と こ ろ

に つ い て 話

し合う。 

 

 

２  範読を聞

き、ＳＮＳの

使 い 方 に つ

いて考える。 

 

 

 

 

 

３  ＳＮＳを

正 し く 使 う

た め の ア ド

バ イ ス を 考

える。 

 

 

４  学習を振

り返り、まと

める。 

○ ＳＮＳを利用したことはありますか。 

・instagram ・LINE 

○ ＳＮＳを利用してよかったことは何で

すか。 

・連絡を取ることが簡単である。 

・気持ちを簡単につぶやくことができる。 

 

 

 

 

 

【間違えているところ】 

・知らない人と連絡を取ったこと。 

・自分の情報を教えたこと。 

・ネットの写真を信じていること。 

・親にも会うことを内緒にしたこと。 

・ネット上のつながりは楽だと思ったこ

と。 

○ 洋子がＳＮＳでのトラブルに遭わない

ために、どのようなアドバイスをします

か。 

・相手が信頼できる相手か分からないの

に、安易な気持ちで会いに行ってはいけな

いよ。 

・自分自身を大切にしようよ。 

○ ＳＮＳを使用する上でどのようなこと

に心がけるといいのだろう。 

・もしかしたら危険が潜んでいるかもし

れないと意識することが大切であること。 

○ＳＮＳとはソーシャル

ネットワークサービスの

ことで、個人個人でのコ

ミュニケーションを取る

ことができるサービスで

あることを確認する。 

○ロイロノートにまとめ

て班で共有し、発表する。 

◇ ＳＮＳの危険性につ

いて、「私」の心情を理

解しながら考えている

か。 

（ロイロノート） 

○ ときに人は欲望や衝

動に駆られて安全や健

康を軽視してしまう弱

さ が あ る こ と を 伝 え

る。 

○ 洋子に心の弱さがあ

ることに気付かせる。 

◇ 安全な生活を送るた

めに何が大切か考えて

いるか。 

（観察・ワークシート） 

◇ 安全のために心がけ

るべき節度や節制につ

いて考えているか。 

（観察・ワークシート） 

５ 評価 

 ○ ＳＮＳを安全に使用するために、危険性について自分自身と照らし合わせながら考

えを深めることができたか。 

６ 成果と課題 

 ・ 共有ノートを使うことで、お互いの意見を確認しまとめることで、考えを深めるこ

とができた。 

 ・ 生徒の視点でタブレット端末の操作を確認し、活動をスムーズに行えるようにして

おきたい。 

◎ 洋子のＳＮＳの使い方で間違えてい

ると思うところはどこですか。また、

うまく使っていると思うところはどこ

ですか。  
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図２ 学習記録表 

松山市立西中学校の取組 

―校内ＩＣＴスキルアップ研修における成果と課題― 

１ 校内ＩＣＴスキルアップ研修 

（１）実施日時 令和５年８月 10 日（木曜日） ８:00～８:30 

（２）実施場所 職員室 

（３）受講人数 25 人 

（４）実施内容 

ア 1 人１台端末を活用した授業改善について 

   ロイロノートの新機能やＩＣＴスキルアップ研修で体験した「野菜の分類」の学び 

を紹介した。アウトプットのある授業設計や、協働的な学びを充実させるための、 

「ワークシートのデジタル化」や「共有ノート」、「途中参照」、「白紙共有」などにつ 

いて、２学期からの授業に取り入れるよう、共通理解した。 

  イ 情報セキュリティについて 

    普通教室のワイヤーロックの必要性と情報の重要度を確認し、情報の重要度に応 

じてクラウドに保存できるものや保存できないものがあることの理解を深めた。 

    ウ OneDrive・Teams の活用について 

    OneDrive・Teams を使ったファイルの共有の仕方について理解を深めた。また、 

Teams を使った共同編集を教職員のチームを使って実際に体験してもらい、Teams の

さまざまな機能について理解を深めた。 

  エ e ライブラリの活用について 

    e ライブラリへの入り方をはじめ、使い方や先生権限での確認の仕方、受験問題の 

活用の仕方等について研修した。家庭学習時の活用や受験問題の活用など、２学期か 

ら積極的に活用するよう、共通理解した。  

（５）成果と課題 

これまでロイロノートや OneDrive、Teams、e ライブ 

ラリなど、多くの学習ツールについて、一度は使ってみ 

たことがあるものの、学習に効果的な使い方ができてい 

ないことが分かった。校内研修を実施し、それぞれの学 

習ツールの機能や使い方を校内の先生に情報を共有す 

ることで、教職員のＩＣＴのスキルを上げることがで 

きた。一方で、感想の中にも「難しい、何をしているか 

分からない。」といった意見もあったので、このような   

研修を普段から全体や個別に定期的に行い、情報を発信 

し続けることが必要だと感じた。 

２ Teams の機能を利用した学習記録表の活用 

  これまでは紙媒体に学習の記録を記入させていたが、２学  

期より Excel を使って学習の記録を入力させた。Excel を使  

うことで、これまでのデータがグラフで表示され、時間の使  

い方の改善につなげることができる。Excel ファイルは  

Teams の課題機能を使って教師と生徒が共有しているため、 

教師はいつでも生徒の学習の状況を把握することができる。  

また、教師も生徒の Excel ファイルに書き込むことができる 

ため、家庭学習の時間の使い方の指導に役立っている。 

 

 

図１ 研修の様子 
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松山市立南第二中学校の取組 

―国語科の授業における授業実践― 

 

１ 日  時 令和５年 11 月 15 日５校時（14:10～15:00） 

２ 場  所 ２年２組教室 

３ 単 元 名 多様な視点から 

       「魅力的な提案をしよう 資料を示してプレゼンテーションをする」 

４ 指 導 観 

（１）教材について 

本教材は、プレゼンテーションを行うことを通して、相手を納得させたり、説得した

りする話し方を身に付けることを目標としている。生徒には、発表原稿を作らせずに

要点だけをまとめたメモを持たせ、聞き手の反応を感じながら、印象的な話し方をす

ることを意識させたい。また、ＩＣＴを効果的に活用して、相手の興味や関心を引く情

報を視覚に訴える技術も同時に習得させたい。 

（２）生徒の実態について 

本学級は、学習に苦手意識を持っている生徒が多く、授業中積極的に自分の考えを

発表しようとする生徒が少ない。そこで、他者と協働して提案型のプレゼンテーショ

ンを行うことを通して、人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを

広げたり深めたりしながら、説得力のある話す力を育成したいと考え本単元を設定し

た。 

（３）指導について 

プレゼンテーションについては、ＩＣＴを活用して話の要点や根拠を明らかにした

資料を用意し、中心となる事柄を強調して話したり、説明を補足したり、視覚と聴覚の

両方に訴えながら、聞き手の知りたいニーズに合わせて話すことを意識させたい。ま

た、生徒が能動的かつ創造的に学習を進める手立てとしてロイロノートを使用し、デ

ータの共有や共同編集を行わせ、思考の流れを可視化させたり、メンバー間で作業内

容をリアルタイムに確認させたりしながら、即時性を生かした双方向授業ができる場

を提供したい。 

 

５ 指導計画（評価計画など）６時間 

学 習 内 容 時間 主な評価基準(観点) 

・プレゼンテーションについての説明を聞く。 

・テーマ、相手、目的を確かめ、情報を収集する。 

・シンキングツールを用いて、情報を整理する。 

２ 

・目的や場面に応じて、

社会生活の中から話題

を決め、異なる立場や考

えを想定しながら集め

た材料を整理し、伝え合

う内容を検討している。

[Ａ(1)ア] 

・集めた情報をグループで共有し、ピラミッドチャートを用

いて項目ごとに分類し、精選する。 

・クラゲチャートを用いて、発表の構成を組み立てる。 

・担当を決め、カード一枚に一項目ずつ発表内容をまとめ

る。 

２ 

・各自が作成したカードをつなぎ、プレゼンテーションの発

表資料を作成する。 

・グループごとにプレゼンテーションの練習を行う。 

・練習の様子をタブレット端末で撮影し、分析材料として利

用する。 

 

 

２ 
(本時

1/2) 

・資料や機器を用いる

などして、自分の考えが

分かりやすく伝わるよ

うに表現を工夫してい

る。［Ａ(1)ウ］ 
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６ 指導案 

（１）主 題  二中校区の魅力を伝え、「住みたい町ランキング 1 位」を目指そう。 

（２）ねらい 〇 資料や機器を用い、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫 

        できる。 

       〇 説明や提案など伝えたいことを話したり、それらを聞いて質問や助言 

        などをしたりできる。 

（３）展 開 

学習活動（形態） 時間 〇教師の働きかけ 
〇指導の工夫 

◎評価基準（評価方法） 

１ 本時の学習課題

と学習の流れを理

解する。（一斉） 

 

 

 

 

 

 

２ 共有ノートを活

用し、プレゼンテ

ーション資料を作

成する。（個人→小

集団） 

 

 

 

 

３ プレゼンテーシ

ョ ン の 練 習 を 行

い、タブレット端

末で撮影する。（小

集団） 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  学習課題と学習の流れを

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

〇  各自が作成したカードを

つなぎ、プレゼンテーション

資料を作成する方法を説明

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇  班ごとの共有ノートを

作成し共同編集するメン

バーを選択したり、クラス

全員を一つの共有ノート

に参加させ各グループの

作業スペースを作成した

りする。 

 

 

○  個人カードを配列よく

並べるためのワークシー

トを作成し、資料箱に入れ

ておく。 

〇 カードは、何度でも入れ

替えたり、つなぎ直したり

して変更してよいことを

伝える。 

 

○  グループごとの進捗状

況を一画面に表示し、作業

内容をリアルタイムで確

認する。 

◎  資料や機器を用いるな

どして、自分の考えが分か

りやすく伝わるように表

現を工夫している。（カー

ド） 

 

 

・話題と提示資料の関係が視覚的にわかりやすいか、伝わり

やすい話し方ができているか等、改善点を助言し合い、必要

に応じて資料や話し方の修正を行う。 

・修正ができたらリハーサルを行い、タブレット端末の計時

機能を用いて制限時間内に収まるかを確認する。 

・説明や提案など伝え

たいことを話したり、そ

れらを聞いて質問や助

言などをしたりしてい

る。［Ａ(2)ア］ 

・学級全体でプレゼンテーション発表会を行う。 

・相互評価をカードに記入し、生徒間通信で交換する。 
１ 

・言葉には、相手の行動

を促す働きがあること

に気づいている。［ (1)

ア］ 

「住みたい町ランキング 1 位」を目指そう。 
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４ 動画を確認し、

改善点の助言をし

合い、資料や話し

方の修正を行う。 

（小集団） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 修正後、再び撮

影をしながらリハ

ーサルを行う。（小

集団） 

６ 本時の学習を振

り返り、次時の学

習内容を知る。（一

斉） 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

５ 

 

 

〇 発表原稿を作らず、発表メ

モは要点だけをまとめたも

のにして、自分の言葉で語ら

せる。 

○  発表の様子を動画で撮影

して、発表内容や資料の過不

足、話し方や発表態度を確認

させる。 

〇  相手が知りたいことを意

識して、資料を作ったり、話

したりできているかを確認

させる。 

 

 

 

 

 

○  タブレット端末の計時機

能を使用して、発表が制限時

間内に収まるかを確認させ

る。 

〇 グループでよかった点、工

夫した点、改善した点を発表

させる。 

〇 次時、学級全体で行う発表

会について流れを確認する。 

〇  プレゼンテーションの

技術が確認できる資料を

提示しておく。 

○ 資料は、ノートで編集さ

せ、リアルタイムで全生徒

に即時情報を共有させる。 

〇  資料の編集作業が得意

な生徒、発表の得意な生徒

など、個々の能力を生かし

助け合って作業を進める

よう助言する。 

◎  説明や提案など伝えた

いことを話したり、それら

を聞いて質問や助言など

をしたりしている。（観察） 
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松山市立桑原中学校の取組 

 

第１学年  理科  単元：身のまわりの物質 

目標：物質が水にとける様子を観察し、水溶液の性質について理解する。 

 

 

 

学習活動 
◇指導上の留意点、ＩＣＴの活用【   機

能 】 

 １ 既習事項を確認するとともに、学習

課題を把握させる。 

 

 

 

２ 実験の方法を確認する。 

 

 

 

 

３ 実験を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 図１ 作成したワークシート 

 

４ 実験結果から、課題について考察す

る。 

 

 

 

 

 

 

図２ 考察の様子 

 

 

５ 班ごとに発表を行う。 

 

６ 全体で話し合う。 

 

７ まとめを行う。 

◇ 砂糖は水に溶け、片栗粉は水に溶け

なかったことを確認させる。 

 

 

 

◇ ろ過の方法を復習させる。 

 

 

 

 

◇ 安全かつ正確な操作ができるように

机間支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 考察するために必要な実験での着目

する点を説明する。 

 

 

 

 

 

◇  砂糖とデンプンの実験結果を比較

し、水に溶ける物質の性質を確認させ

る。 

 

◇ 実験結果から、物質が水に溶けると

いうことは、液が透明で、どの部分の

濃さも同じになり、時間がたっても液

の濃さが変わらないということに気付

かせる。 

 

ま
と
め 

実
験 

学
習
課
題
の
設
定 

物質が水にとけるとは、どのようになることだろう

か。 

【    実験動画を用いる】 

ろ過の動画を用いて、実験方法を視

覚的に確認させる。 

【    共有ノートを用いる】 

 ロイロの共有ノートを用いて、実験

の結果を写真や動画を使ってまとめ

させる。 

【   共有ノートを用いる】 

 各班でロイロの共有ノート上のワーク

シートに、考察した内容をまとめさせ

る。 



42 

１ 授業の実際 

  水に溶ける砂糖と水に溶けないデンプンを、水に入れたときの様子を比較することで、

物質が水に溶けるとはどのようになることかを考えさせる授業である。水に入れてすぐ

の状態と水に入れて一晩経った状態を比較するために、１人１台端末を使って、実験の様

子を撮影させた。また、溶ける様子を質量の変化、色の変化、粒の大きさについて観察し

た結果を、生徒一人一人にロイロノートに入力させ、共有ノートで情報共有した。その後、

各班で１つのワークシートにまとめさせ、課題について考察させた。 

     

２ 成果 

  実験方法の説明に動画を活用したことで、分かりづらい点を繰り返し何度も見返し、実

験の手順を正確に確認することができたため、円滑に実験を行うことができた。 

共有ノートに実験結果を写真で保存させたことにより、実験の結果を素早く共有するこ

とができた。また、今回の授業では実験と考察を２時間に分けて行ったが、２時間目の考

察の際に、１時間目の実験の結果の写真と比較しながら考察することができた。写真撮影

を一人一人別々に行うと時間がかかるが、一人の生徒が撮影し、共有ノートで、班の全員

に共有できたので、一人一人が直接観察する時間を長くとることができた。 

   

３ 課題 

  今回の実験では、溶質と溶媒の質量の合計が水溶液の質量になることについても理解

させたかったが、全体で質量を統一していなかったため、他の班の結果と比較することが

できず、実験結果の誤差に気付くことができない生徒もいた。溶媒、溶質の質量を同じに

して実験させ、その結果をエクセルの表などを活用して全体に提示し、共有できるよう工

夫したい。 

共有ノートに考察したことを入力させたため、まだ考えている最中の生徒にも、他の生

徒の考察が見えてしまっていた。一人で考える場面には、ワークシートやロイロノートの

通常ノートを使い、全体で共有する場面では共有ノートを用いるというように、使い分け

をしていく必要がある。 

考察の内容については、実験から分かったことのみを入力している生徒が多く見られ、

学習課題に迫る考察になっていなかった。まずは、実験から分かったことをまとめさせ、

その後、学習課題について考察させることを、指導者が意識して指導することで改善を図

りたい。また、より深く考察させるために、実験から分かったことを、ロイロノートの「送

る」機能を用いて教員に送らせて学級で共有したり、班ごとに共有させたりすることにつ

いても検討していきたい。 

  考察の発表では、ロイロノート上のワークシートをテレビに映して発表を行った。この

とき、画面に映したワークシートの文字が小さく、発表が伝わりにくいという指摘があっ

た。発表している部分を大きく拡大して表示するように指示するなど、必要に応じて支援

する必要がある。また、今回は提出箱を使わなかったが、提出箱を用いることで生徒全員

に画面共有をすることができるので、共有ノートでの共有のみではなく、完成したワーク

シートを提出箱に提出させて発表させる方法についても検討したい。 

  授業でＩＣＴの有効活用するためには、個別に考える場面、班で話し合う場面、結果を

発表する場面、全体で考えを共有する場面、それぞれに適した方法で活用する必要がある

こと実感できた。今後も研究を重ね、「主体的・対話的で深い学び」となるようにしてい

きたい。 
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松山市立椿中学校の取組 

 

第１学年４組 数学科学習指導案 

１ 日 時  令和５年 10 月 19 日（木） ９：40 ～ 10：30 

２ 場 所  １年４組教室 

３ 単元名  第３章 方程式 

４ 目標 各自が方程式を使って解決できる問題を適切に作成することができる。 

５ 本時の展開 

６ 研究の視点 

 〇 生徒が主体的に学習に取り組むために適切な学習課題であったか。 

 〇 ＩＣＴの活用は、目標を達成させるために効果的であったか。 

学習活動 
◇指導上の留意点●評価、ＩＣＴの活用【  機

能】 

 〇 前時の復習をする。 

 （方程式の利用問題を解く。） 

 

 

〇 問題作成の方法を確認する。（全体） 

１ 何を問うか決める。 

２ 数量に着目して、数量の関係を

見つける。 

３  まだわかっていない数量のう

ち、適当なものを文字で表して、方

程式をつくる。 

４ 方程式を解き、解があっている

か調べる。 

５ 問題を修正して、解答例を作成

する。 

〇 問題づくりを行う。（個人） 

 

 

〇 班で各自が作成した問題を解き、確

認する。（小集団） 

 →問題に修正点があれば直し、提出す

る。 

 

〇 全体で各自が作成した問題を解 

く。（全体） 

 

 

 

〇 全体で発表した問題を踏まえて、

もう一度問題を自分で作成し、提出

する。 

◇解が問題にあっているかを確認させ

る。 

 

 

 

◇これまでと反対のことをするというこ

とを生徒に認識させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇問題例を示して、問題づくりへつなげ

る。 

●それぞれが方程式を使って解決できる

問題を適切に作成することができる。 

【思考・判断・表現】 

 

 

 

振
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方程式を使って解決できる問題を作成しよう。 

【    資料の配布】 

ロイロノートで商品の価格がわかる

ものを共有する。 

【    共有ノートの活用】 

自分で作成することが難しい生徒

は、共有ノートで他の生徒の問題を参

考にしながら作成させる。 

【    共有ノートの活用】 

班の中での自分の作成した問題を共

有する。 



44 

松山市立城西中学校の取組 
 

１ 情報実践例 保健体育科におけるＩＣＴを活用した授業実践事例 

⑴ 実践内容 

本校では、各教科においてＩＣＴを活用した授業を実践している。第１学年の保健

体育科においてもＩＣＴを活用し、授業を行った。 

ロイロノートのシンキングツールを使った資料、プレゼンテーション資料や動画を

視聴させるためにＩＣＴを活用を活用した。 

 

授業展開 

 

  

学習活動 ◇指導上の留意点、ＩＣＴの活用【  機能 】 

 １ 本時の学習内容を確認する。 

・思春期になると現れる男女の体の変化

について考える。 

 

 

 

 

 

 

２ 思春期の体の変化とホルモンの関係に

ついて理解する。 

 

３ 生殖機能の発達について理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 受精と妊娠について理解する。 

 

 

 

 

５ 本時の学習を振り返る。 

 ・〇×クイズで本時の内容を振り返る。 

 

◇ タブレットの状態を確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ １でグループ分けした体の変化が、内臓

で作られる化学物質であるホルモンの働

きによるものであることを押さえる。 

◇ T2を活用し、養護教諭がパワーポイント

資料を基に、生殖機能の発達について専門

的に説明することで、理解を促す。 

◇ 精通や初経を経験している生徒は自身

の経験を踏まえて、まだ起こっていない生

徒は今後起こるものという自分事として

捉えさせる。 

 

 

 

 

 

◇ 受精や着床の様子は実際に見ることが

できないため、動画を視聴することで、精

子や卵子、受精卵の動きをイメージできる

ようにする。 

 

《評価》生殖機能は、どのように発達するの

か理解し、異性の体や心の理解を通して、

性に関する適切な態度を身に付けている

か。（ノート）【知識・技能】 

【    パワーポイント資料】 

 男子の生殖器、女子の生殖器それぞれの働きや射精、排卵、月経などの様子

を、パワーポイント資料を用いながら、動きや仕組みを理解できるようにする。 

生殖機能はどのように発達するのだろうか。 

【   シンキングツール】 

 ロイロノートのシンキングツール（ベン

図）を用い、体つきの変化やその他の変化

について、男性、女性、共通の３つに分

け、共有する。 

 

 

学
習
課
題
の
設
定 

交
流
し
考
え
る
学
習 

学
習
の
振
り
返
り 

【   NHK for School（動画）】 

 精子と卵子が受精し、受精卵となり着

床して妊娠が成立する動きを確認する。 
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 ⑵ 成果と課題 

   ロイロノートのシンキングツールや Power Point 資料、映像資料などのＩＣＴを活

用したことは、生徒の理解を深め、これからの心身の発達について自己で考えたり、

解決に向けて行動をしたりするのに効果的であったと言える。特に、Power Point 資料

の活用により、体の中に起こり得る変化を可視化することができた。射精時の精子の

動きや月経時の排卵の様子や卵子の動き、それに伴う血液が子宮内膜から剥がれ落ち

る様子などを Power Point のアニメーション機能を使うことで、実際の動きとしてイ

メージしやすくなり、生徒の理解を促すことに効果的であったと言える。 

今後の課題としては、導入時に使用したシンキングツールの効果的な使い方だと思

う。「思春期になると男女の体にはどのような変化が現れるだろうか？」という問いか

けをし、生徒一人一人にテキストを配布し、生徒の活発な意見を求めたが、実際には、

打ち込み始めるまでに多く時間を要したり、恥ずかしさからかなかなか意見が出なか

ったりと思い描いた展開とは異なっていた。今回は、個人で考え、その後全体で共有し

たが、共有ノートを作成して班で話し合う活動の方が活発な意見交流が行われたかも

しれない。今後も授業を重ねる中で、ＩＣＴの活用場面をよく見極めながら、効果的に

活用していきたい。 

今回は、保健体育科での実践であったが、他教科でもＩＣＴを活用した授業を行っ

ている。教科によって活用方法が異なることがあるが、他教科の方法が参考になるこ

とも多くある。そのため、今後も気軽に情報交換をしたり、授業参観をしたりして、活

用する力を養っていきたい。 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

図１ シンキングツールの活用例     図２ シンキングツールの活用例 
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松山市立北中学校の取組 

―ＩＣＴを活用した校内研修の取組― 

 

１ 概要 

  本校では、これまでに Teams の会議機能を使った小学

校との交流会や、一部教科で EILS を活用した期末テス

トを行った実績がある。これらの実践をより広く教員に

周知するため、夏季休業中の８月１日（火）と８月 30 日

（水）に、本校職員室にて、ＩＣＴ活用に関する研修を

行った。 

 

２ 研修の内容 

（１）Teams の活用について 

   本校は、令和２年度から幼保小中連携推進事業研究

指定校に指定されており、和気小学校、みどり小学校

と交流会を行う際、Teams の会議機能を活用している

ため、会議機能についての理解は深まってきている。

その一方で、それ以外の機能については、あまり活用

できていない。そこで、ホームページの編集、ファイ

ルの共有、課題の出し方を中心に研修を行い、学級や

各教科での活用の推進を図った。 

（２）EILS について 

   本校は、国語科と美術科、保健体育科の１学期末

テストで、EILS を活用したテストを行った。定期テ

ストや普段の授業等で、他教科でも活用できるよう

に、基本的な作問機能やコンテンツバンクの使い方に

ついて説明し、受講者それぞれで実際に作問を体験し

た。 

（２）ChatGPT について 

   ChatGPT についての校外研修を受けた教員２名で、その伝達研修を行った。文部科

学省の『初等中等教育段階における 生成 AI の利用に関する暫定的なガイドライン』

について説明したのち、ChatGPT の特性や使用例、プロンプトの例を紹介した。その

後、受講者全員で、実際に ChatGPT を体験した。 

３ 成果と課題 

今回の研修で、Teams の基本的な使い方を確認することで、２学期の小学校との交流会

では、Teams をスムーズに活用するができた。また、EILS については、徐々に使い方が

浸透してきており、２学期末テストでは、新たに音楽科と技術・家庭科（家庭分野）でも

EILS を活用した試験を行った。ChatGPT については、まだ業務に活用するところには至

っていないが、興味をもつ教員は増え、個人的にスマートフォンにアプリをダウンロー

ドして使っている教員もいた。 

一方で、いずれのツールにおいても、教職間での活用の頻度にはまだ差がある。最近は

ChatGPT のような新たなアプリケーションが登場したり、今回研修では触れなかったロ

イロノートでも日々新機能が追加されたりしており、新たに実装されるツールへの対応

も欠かせない。そのため、まずは日頃から教職員がもっとＩＣＴを活用していく必要が

あると感じた。今後も、校内で活用方法等の情報共有を積極的に行うことにより、教職員

のＩＣＴ活用を推進していきたい。 

研修の様子 

説明で使った 

Teams のホームページ 
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松山市立北条北中学校の取組 

 

１ ＩＣＴスキルアップ研修 校内研修 

（１）実施日  令和５年９月 27 日（水） 

（２）実施場所 職員室 

（３）実施内容 

 ア デジタル・シティズンシップ教育について 

デジタル・シティズンシップの実践のポイントを説明した。 

個人の安全な利用のためにも、オンライン上では、公共の 

マナーを守り、ＩＣＴの良き利用について考えることの共通理解を図った。 

 イ 1 人１台端末を活用した授業改善 

ワークシートをデジタル化し、振り返り活動を行った事例を紹介した。黒板の写真

と振り返りのコメントを書き込むことで、学びを積み重ねていき、新たな気付きにつ

ながっていた。その他の事例として、「新聞づくり」や「修学旅行の振り返り」を紹

介した。 

また、ロイロノートの新しい機能として、シンキング・ツールの切り替えを体験し

た。全教職員参加の授業で共有ノートを活用し、学年部ごとのシンキング・ツールで

「野菜の分類」を行った。その後、シンキング・ツールを切り替えることで、情報を

整理し、まとめる力を高められることを共通理解した。 

ウ OneDrive・Teams の活用について 

「GIGA スクールですぐに使えるヒント 30」を紹介した。一部の機能の紹介と、配

付資料を通じ、多くの機能があることを知ることができた。これからも Microsoft 

365 を活用する機会を増やしていきたい。 

エ 管理職からの指導助言 

松山の授業モデルを進めており、積極的に１人１台端末を活用してきているが、他

校の研究授業を見に行く機会があれば、ぜひ見に行ってほしい。工夫した点や苦労し

た点など、多くの実践事例を校内に持ち帰り、共有していくことで、全校的な取組と

して、授業力を高めることが期待できる。 

 

２ ロイロノート・スクールの活用 

ほとんどの教科で活用されている。プレゼンテーションソフトの代わりとして教師か

らの提示に活用したり、生徒の活動の記録として活用したり、学習計画黒板をカメラで

写して欠席者へ送ったり、アンケートなど多岐にわたって活用している。 

また、考える場面や意見交換などにおけるシンキングツールの利用も増えてきている。 

 

３ EILS の活用 

定期テストや授業での小テストなどで活用が進んでいる。 

１学期末テストでは、数学、音楽、美術、技術･家庭で実施

した。９月診断テストでは、国語で実施した。２学期末テスト

では、音楽、美術、技術･家庭で実施した。 

 小テストでは、社会、数学、理科で実施した。 

 

４ Teams の活用 

病気等で欠席している生徒と Teams の Web 会議で接続し、授業に参加できるよう配慮

した。係の生徒がタブレット端末を移動教室へ運び、教科担任が接続状況を確認して授

業を行った。 

図１ 研修の様子 

図２ 国語テスト 
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松山市立北条南中学校の取組 

 

第３学年 社会科  単元：日本国憲法と基本的人権 

目標： 

・ それぞれの立場で公正かどうかに着目し、京都市のまちづくりに対する考えを表現 

する。 

・ 京都市のまちづくりを多角的な視点で考える活動を通して、社会の形成に主体的に

参画する態度を養う。 

 

 

学習活動 
◇指導上の留意点、ＩＣＴの活用【   機

能 】 

学
習
課
題
の
設
定 

 
 

 

交
流
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学
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の
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り
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１ 「公共の福祉」について理解する。 

 

 

２ 修学旅行で京都市を訪れたとき、

「公共の福祉」を感じたことはないか

考える。 

 

 

 

３ 京都のまちづくりがもたらす影響

を考える。 

・ 「住民」「企業・店」はどのよう

な権利が制限されているのか。 

・ 京都市のまち全体にはどのよう

な利益をもたらせているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ３で整理した内容を踏まえ、京都市

のまちづくりが正しいかどうかの意

見を述べる。 

◇ 様々な場面で人権が制限されている

ことに気付かせるために、身近な事例を

用いて考えさせる。 

◇ 京都市で行われている景観政策に着

目させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 実際に住民がどのような考えを持っ

ているのかを知るために、京都市が実施

したアンケート結果を見せる。 

京都市のまちづくりは正しいのだろうか。 

【    情報分析チャート】 

 必要な情報を構造化し、見通すことで、

自分の意見を述べるときに役立つ。 

【    意見文】 

 「正しい」派は赤、「正しくない」派

は青のカードで作成することで、どち

らの意見なのかが一目で分かる。 
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１ 授業の実際 

  本単元「日本国憲法と基本的人権」では、日本国憲法に基づく民主的な政治について

考察・表現する活動を通して、①法の意義や法に基づいた政治の重要性を理解すること 

②主体的に社会に関わろうとする態度を養うこと を目標としている。本時の学習では

“公共の福祉”の考え方を扱い、これまでの学習内容を踏まえながら、上記①の理解を

深めようと試みた。その際、実際に修学旅行で目の当たりにした“京都市のまちづくり”

を教材にすることで、上記②の達成を目指した。 

  本学級は、日頃から活発な話合い活動を行ったり、自身の意見を表現したりすること

を得意としている生徒が多い。活動の様子から、“京都市のまちづくり”に対し、生徒自

身が住民や市内の店・企業の立場になって考えを深めることができていた。“京都市のま

ちづくり”は「正しくない」という意見を述べる生徒も２名いたが、彼らの考えも尊重し

ながら授業を進行することができた。 

 

２ 成果 

  本時の学習では、各発問をシンプルなも

のにすることで、生徒にとって何をどのよ

うに考えればよいのかが明確な学習にな

った。その際に、どのような視点で考えれ

ばよいのかを“情報分析チャート”を用い

て明らかにすることで、学習課題に対する

個人の意見を表現しやすくなった。それに

より、普段の授業で発表や話合い活動に消

極的な生徒も、自身の意見を表現し、発信

しようと努めている姿が見られた。 

 

３ 課題 

  本時の学習を通して、ＩＣＴ活用に関す

る２つの課題を提示する。 

  一つ目は、ＩＣＴの機能を有効に使い分けることである。普段の授業では、“共有ノー

ト”を利用することが多く、班で「小集団の意見」を形成することを目指している。しか

し、本時の学習では、“京都市のまちづくり”が正しいか、正しくないかという「個人の

意見」を尊重することを目指したため、あえて“共有ノート”を利用しなかった。このよ

うに、これからの学習では、本時の目標を達成するための手段として必要なＩＣＴの機

能を判断し、使い分けることが求められる。教師が、個人の意見を持たせることを重視

するのか、班（小集団）での練り合い、高め合いを重視するのか、はっきりさせておくこ

とが肝要である。 

  二つ目は、“思考ツール”を完成させることが目的になっている生徒がいたことである。

“思考ツール”はあくまでも自分の思考を可視化するためのものである。しかし、教師

が説明をしていたり、班で意見共有していたりする場面でも、自身の“思考ツール”を完

成させることに尽くしている生徒が複数名いた。ＩＣＴはあくまでも「目標を達成する

ための手段である」という認識を、教師・生徒双方が持っておく必要がある。 
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松山市立中島中学校の取組 

―第１学年学級活動における防災についての授業実践― 

 

１ 日時、場所  令和５年11月14日（火）9：40～10：30（２校時）、１年教室 

２ 題材名    防災について考える 

３ 指導のねらい ・自然災害や防災に関する基本的な知識を身に付けさせる。 

         ・Web版マイ・タイムラインを作成することを通し、自分や家族の命を

守るためにどのように避難や対処すればよいのか考えをまとめさせ

る。 

         ・自他の安全を確保し、自助・共助の意識や防災意識を高めさせる。 

４ 指導計画 

 学習活動 評価規準 

第１時 

・洪水災害、土砂災害について知

る。 

・洪水災害や土砂災害の特徴や想定される

被害を知り、自然災害について理解して

いる。 

第２時 

・防災マップの見方について知る。 

・避難時に必要な防災グッズにつ

いて考える。 

・自分や家族の命を守るために、どのような

情報や物が必要なのか主体的に考え、防

災意識を高めている。 

第３時 

・自宅のWeb版マイ・タイムライン

を作成し、自然災害発生時に自分

の命を守る行動について考える。 

・自然災害で起こる被害を想像し、被害から

身を守るための防災計画を立てる方法を

身に付けている。 

第４時 

(本時) 

・作成したWeb版マイ・タイムライ

ンについて意見交換を行い、より

よいマイ・タイムラインを作成す

る。 

・自分や家族の命を守るために、どのような

避難をすればよいのか考えをまとめてい

る。 

第５時 

・命のはがきを作り、自分だけでな 

く家族の命も守ることを考える。 

・自分や家族の命を守るため、学習したこと

を生かし主体的に制作に取り組んでい

る。 

 

５ 本時の指導 

（１）ねらい 

   自分や家族の命を守るために、どのような避難や対処を 

すればよいのか考えをまとめる。 

 

（２）展開 

学習活動 指導上の留意点 評価規準 

１ 学習課題の確認をする。 

 （一斉） 

 

○前時に作成したマイ・タイムライン

を振り返らせる。 

 

 

 

 

２ マイ・タイムラインにつ

いて意見交換を行う。 

 （小集団） 

○ロイロノートで、班員が前時で作成

したマイ・タイムラインを共有し、

よりよいマイ・タイムライン作成の

ために、改善点や疑問点を出し合わ

せる。 

 

改善点を出し合い、よりよいマイ・タイムラインを作成しよう。 
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３ マイ・タイムラインを完

成させる。（個人） 

〇班での話合いを生かし、最善の避

難・対処の方法について考え、Web 上

でマイ・タイムラインを完成させ

る。 

〇自分や家族の命

を守るために、

どのような避難

や対処をすれば

よいのか考えを

まとめている

か。 

４ 完成したマイ・タイムラ

インを発表する。 

 （小集団→全体） 

○ロイロノートに修正前後のマイ・タ

イムラインを貼り付けさせる。これ

を、大型モニタに表示する。 

○修正箇所に焦点を当て、発表させ

る。 

５ 本時を振り返る。（一斉）   

 

 

１ 学習指導におけるＩＣＴ活用を図る研究について 

今年度の授業研究会は勝山中学校において、令和５年度文部科学省委託事業「リーディ

ング DX スクール事業」松山市指定校公開授業と兼ねて開催された。１年生英語科「単元

名：Unit７（東京書籍 NEW HORIZEN１）」が公開された。代名詞や疑問詞 Which、Whose な

どを使って、人や文化、言葉や食べ物について事実や自分の考え、気持ちなどを伝え合う

授業が行われた。１人１台端末を有効に利用した授業になっていた。デジタル教科書を用

いて、本文のリーディングをしたり、ロイロノートでリステリングをするためのメモを共

有したりしていた。メモの共有をすることで、英語が苦手な生徒の手助けになっていた。

自分のメモをもとに自分の意見を発表したり、質問に対して答えたりして主体的・対話的

な学習が行われていた。また、自分のリステリングした文章を Word のトランスクリプト

を用いて発音の確認をする作業も行われた。自分の発音も確認することができ、意欲的に

授業に取り組んでいた。生徒たちは１人１台端末の使用にも慣れており、様々なソフトの

操作を人に教えてもらわなくても、スムーズに行っていた。 

今回の授業ではデジタル教科書、ロイロノート、Word のトランスクリプトを用いて、

１人１台端末を有効活用していく内容であった。授業者の自評にもあったが、トランスク

リプトは休み時間や家庭でも発音練習をすることができ、できたことが目に見えて分かる

ので生徒のやる気につながっているようである。 

今後も１人１台端末で活用できる機能を教科指導で有効活用していく必要がある。そ

のためにも指導者がコンピュータのスキルを向上させていかなくてはならない。さらに、

どのように授業で用いると効果的なのか研究を進めていかなくてはならないと感じた。生

徒たちの学びがよりよいものになるように今後も研修していきたい。 
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（Ｃ） micro:bit を利用した授業実践 
 

 

日時：令和５年９月８日(金)13：35～14：25 

指導者：松山市立小野中学校  

教諭 小田 祐太郎 

指導学級：２年２組 37 名 

 

１ 題材名「身近な生活の問題を計測・制御の技術で解決しよう。」 〈Ｄ(１)、Ｄ(３)〉 

  題材を貫く課題「情報の技術により生活を豊かにするにはどうすればよいだろうか。」 

 

２ 題材の目標 

○ 計測・制御システムの仕組みを理解し、安全・適切なプログラムの制作、動作の確認

及びデバッグ等ができる技能を身に付ける。                  (知識及

び技能) 

○ 問題を見いだして課題を設定し、入出力されるデータの流れを元に計測・制御シス

テムを構想して情報処理の手順を具体化するとともに、制作の過程や結果の評価、改

善及び修正する力を身に付けている。               (思考力、判断

力、表現力等) 

○ よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、課題の解決に主体的に取り

組んだり、振り返って改善したりしようとする。       (学びに向かう力、人

間性等) 

 

３ 題材設定の理由 

（１）生徒観 

   学習前の生徒へのアンケート調査結果(２年生 147 名、７月実施)によると、「これ

までにプログラミングを行ったことがある。」と答えた生徒は 75％と、ほとんどの生

徒が小学校でプログラミングを行った経験がある。また「プログラミングは楽しい。」

と答えた生徒は 64％と、多くの生徒がプログラミングに対して肯定的なイメージを持

っている。一方で、「プログラミングは難しい。」と回答した生徒が 57％、「プログ

ラミングを用いて生活に役立つものを制作した経験がある。」という生徒は３％であ

った。このことから、生徒はプログラミングの経験はあるが、それらの情報の技術と

日常の生活を結び付けようとする考えや、経験が乏しいことがわかった。 

   そこで、情報の技術と生活や社会との関わりについて理解を深めるとともに、生活

や社会の中から問題を見いだして課題を設定し解決する力、よりよい生活や持続可能

な社会の構築に向けて、適切かつ誠実に情報の技術を工夫し創造しようとする実践的

な態度を育みたい。 

 

（２）題材観 

  情報技術の進展により、現在、生活のあらゆる場面で情報機器が使われている。日

本では超スマート社会(Society5.0)の実現に向けて様々な取組が進んでおり、ドロー

ン宅配やＡＩ家電、遠隔診療など、人々の生活の向上に役立っている。情報を収集して

判断、処理・発信し、プログラムにより機器等を制御する情報の技術の重要性は、今後

も高まっていくだろう。これらは作業の効率化や生産性の向上、労働力の負担軽減と

いった利点をもたらす一方で、安全性や、汎用性、情報セキュリティ等、技術を管理・

運用する上での課題もある。このような中、生徒に生活や社会の中から情報の技術に

関わる問題を見いだして課題を設定し解決する力、よりよい生活や持続可能な社会の

構築に向けて、適切かつ誠実に情報の技術を工夫し、創造しようとする実践的な態度
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を身に付けさせることは重要だと考える。そこで、本題材を「身近な生活の問題を計

測・制御の技術で解決しよう。」と設定し、題材を貫く課題を「情報の技術により生活

を豊かにするにはどうすればよいだろうか。」とした。 

本題材の計測・制御のプログラミングで、生徒は順次・反復・分岐のアルゴリズムの

基礎を micro:bit を用いた複数の課題で学ぶ。その後、社会からの要求や安全性、汎

用性や経済性など、情報の技術の見方・考え方を働かせて、身近な生活の中から問題を

見いだして課題を設定し解決するためのプログラムを制作する。本題材の学習を通じ

て、生徒がプログラミングを始めとする情報技術の仕組みを深く理解するとともに、

課題意識を高く持ちながら情報の技術によって生活や社会の問題を見いだして課題を

設定し解決する能力を育むことができると考える。 

 

（３）指導観 

   生徒には、小学校でのプログラミングの経験も踏まえながら、計測・制御システム

の仕組みを理解させるとともに、micro:bit を使用した複数の課題に取り組ませるこ

とで、安全・適切なプログラムの制作、動作の確認及びデバッグ等の処理、順次・反

復・分岐のアルゴリズムの基礎を学ばせる。(生徒を育てる段階) 

   プログラミングによる問題解決の過程では、生活や社会の中から見いだした問題を

micro:bit を使用した計測・制御のプログラミングによって解決する活動を通して、情

報の技術の見方・考え方を働かせて、問題を見いだして課題を解決する力を育成する。

(生徒が育つ段階) 

   題材の終末では、パフォーマンス課題を実施する。これまでの問題解決のプログラ

ミングの経験を踏まえ、学校生活を生徒や先生にとって、より良く快適なものにする

ための計測・制御システムを構想する。これらの活動を通して、自分なりの新しい考え

方や捉え方によって、解決策を構想しようとする態度や、自らの問題解決とその過程

を振り返り、よりよいものとなるよう改善・修正しようとする態度の育成を図りたい。

(生徒が伸びる段階) 

   本時の指導では、micro:bit を活用し、生活における様々な問題に対する解決策やプ

ログラムを制作する。制作に当たっては、ワークシート(ロイロノート)を工夫して課

題設定の内容(利用者、場面、解決のイメージ等)を明確にさせるとともに、プログラム

の思考を可視化させ、生徒同士で思考を共有し、改善・修正できるよう支援する。また

一人一人の生徒が、新しい考え方や捉え方で解決策を練り合いながら、粘り強く取り

組む態度やよりよい課題解決ができる能力の育成を図りたい。 

 

４ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
計測・制御システムの仕組
みを理解し、安全・適切な
プログラムの制作、動作の
確認及びデバッグ等ができ
る技能を身に付けている。 

問題を見いだして課題を
設定し、入出力されるデー
タの流れを元に計測・制御
システムを構想して情報
処理の手順を具体化する
とともに、制作の過程や結
果の評価、改善及び修正に
ついて考えている。 

よりよい生活の実現や持続
可能な社会の構築に向けて、
課題の解決に主体的に取り
組んだり、振り返って改善し
たりしようとしている。 
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５ 題材の指導と評価の計画(全 10 時間) 

○ねらい ・学習活動 時
間 

評価規準：おおむね満足(評価方法) 
段
階 知識・技能 思考・判断・

表現 

主体的に学習
に 

取り組む態度 

〇計測・制御シ

ステムについて

理解できる。 

・身の回りに

ある計測・制

御システムと

プログラムの

役割、基本的

な構成と情報

の流れを調べ

る。 

２ 

①計測・制御シ

ス テ ム の 基 本

的 な 構 成 を 理

解している。 

(ワークシー

ト) 

  

生
徒
を
育
て
る 

〇 基 礎 的 な 計

測・制御システ

ムのプログラム

を制作できる。 

・順次・反復・

分岐のプログ

ラムを制作す

る。 

 ３ 

② 適 切 な プ ロ

グ ラ ム の 制 作

と動作の確認、

デ バ ッ グ 等 が

で き る 技 能 を

身 に 付 け て い

る。 

(ワークシー

ト) 

 ③ プ ロ グ ラ ム

制 作 の 活 動 に

主 体 的 に 取 り

組んでいる。 

(OPP シート) 

(生徒の行動観

察) 

〇計測・制御の

プログラミング

で解決できる身

近な課題を設定

し、プログラム

を構想できる。 

・計測・制御の

プログラミン

グによって解

決できる問題

を見つけ、課

題 を 設 定 す

る。 

１ 

 ④ 「 技 術 の 見

方・考え方」を

働かせて、問題

を発見し、自分

な り の 課 題 を

設定できる。 

(ワークシー

ト) 

⑧ 自 分 な り の
新 し い 考 え 方
や 捉 え 方 に よ
っ て 解 決 策 を
構想し、プログ
ラ ミ ン グ し よ
うとしている。 

(ワークシー

ト) 

 

生
徒
が
育
つ 

〇 構 想 に 基 づ

い て プ ロ グ ラ

ムを制作し、必

要 に 応 じ て プ

ロ グ ラ ム を 評

価し、改善及び

修 正 す る こ と

ができる。 

・問題を解決

するために、

計測・制御シ

ステムを用い

たプログラム

を制作する。 
３(

本
時
そ
の
２)

 

⑤安全・適切な

プ ロ グ ラ ム の

制作、動作確認

及 び デ バ ッ グ

等ができる。 

(観察、作品) 

(ワークシー

ト) 

⑥ 解 決 策 を 構

想し、情報処理

の 手 順 を 図 に

表 す こ と が で

きる。 

(ワークシー

ト) 

⑦ プ ロ グ ラ ム

が よ り よ い も

の に な る よ う

評価し、改善及

び 修 正 す る こ

とができる。 

(ワークシー

ト) 
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○社会で利用さ

れているシステ

ムと自分の作品

を比較するなど

し、解決結果や

過程を評価し、

改善及び修正す

る こ と が で き

る。 

・パフォーマ

ンス課題に取

り組む。 

１ 

 ⑨ 問 題 解 決 と

そ の 過 程 を 振

り返り、社会か

ら の 要 求 を 踏

まえ、プログラ

ム が よ り よ い

も の と な る よ

う評価し、改善

及 び 修 正 を 考

え る こ と が で

きる。 

(パフォーマン

ス課題) 

⑩ 自 ら の 問 題

解 決 と そ の 過

程を振り返り、

よ り よ い 解 決

と な る よ う 評

価し、改善及び

修 正 し よ う と

している。 

(OPP シート) 

(パフォーマン

ス課題) 

生
徒
が
伸
び
る 

 

〔パフォーマンス評価について〕 

パフォーマンス課題 その他の評価方法 

 あなたは学校の施設・設備環境を整備する松山市の職員です。

職場の会議で、計測・制御システムを利用して、学校生活を生徒

や先生にとって、より良く快適なものにしようというコンセプト

が立ち上がりました。来週がコンセプトのプレゼン発表です。 

 あなたは学校内において、どのような計測・制御システムを構

想しますか？センサやコンピュータ、動作する部分の働きが分か

るように、図や文章で説明してください。また、そのシステムを

技術の見方・考え方(レーダーチャート)に基づいて評価し、説明

してください。 

○ペーパーテスト 

 

 

〔パフォーマンス課題の※予備的ルーブリック〕※指導後、実際の生徒の反応や結果に応じ

て修正する。 

 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

Ａ 

計測・制御システムについて正しく理解
して、新しい発想で考えている。また、
情報の技術の見方・考え方を働かせて、
考えた計測・制御システムについて適切
に評価している。 

よりよい学校生活の実現に必要な計測・
制御を用いたプログラムについて主体
的に考え、情報の技術を工夫し創造しよ
うとしている。 

Ｂ 
計測・制御システムについて正しく理解
して、考えている。 

学んだことを振り返るなどして、課題解
決に主体的に取り組み、情報の技術を工
夫しようとしている。 

Ｃ 
(支援)これまで学習した計測・制御のプ
ログラミングの工夫から、解決方法を考
えるように助言する。 

(支援)身の回りにある計測・制御システ
ムに気付かせ、課題の解決策について助
言する。 

Ａ：題材終了までに到達させたい理想的な状態 

Ｂ：題材終了までに到達させたいライン 

Ｃ：Ｂに至らない生徒への具体的な支援の方法 
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６ 本時の指導(８／10 時間目) 

(1) 学習課題 

身近な生活の課題を micro:bit で解決するにはどうすればよいだろうか。 

(2) 目標 

 プログラムがよりよいものになるよう評価し、改善及び修正することができる。 

(3) 準備物 micro:bit、サーボモータ 

(4) 展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動 (形態 ) 
時

間  

学習の流れ ○指導の工夫 

●評価(方法) 分かる 考える 実行する 
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７ 成果と課題 

（１）成果 

   今回は「情報の技術により生活を豊かにするにはどうすればよいだろうか。」とい

う題材を貫く課題のもと、情報の技術の学習を行った。「生徒を育てる段階」では、計

測・制御システムやアルゴリズムの理解、フローチャートやアクティビティ図、プログ

ラミング、と情報の技術についての基礎的・基本的な事項を確認した。生徒が特に見

方・考え方を意識することができていたのが「生徒が育つ段階」での身近な生活の問題

を計測・制御の技術で解決する学習、「生徒が伸びる段階」でのパフォーマンス課題

「学校生活をより良くするための計測・制御システムの構想」の場面である。これらの

場面のどの活動においても、社会からの要求や安全性、汎用性や多様性等の情報の技

術の見方・考え方を意識して、課題の設定や評価が行えるように、ワークシートを工夫

した(図１)。それにより生徒が自らの課題について考える場面だけでなく、互いの課

題について評価を行う場面でも、見方・考え方のレーダーチャートをもとに話してい

る様子が見られた。 

   学習の評価についても、個人→グループ→全体、という流れで行い、ここでもワー

クシートのレーダーチャートをもとに評価する生徒が多く、自分なりに根拠を持ち評

価している様子が見られた。全体で一人ずつプログラムを発表させる時間は取れなか

ったので、プログラムの動作を撮影させ、それをワークシートと併せて各自に送り、一

人一人がそれを見て評価し、投票するという形を取った。 

 

（２）課題 

課題としては、「生徒が育つ段階」としての身近な課題の解決の場面で、自らの課題

の改善・修正を行う時間を更に確保するべきだった点である。ワークシート内にも、改

善・修正ができるスペースを設け、話合いを行わせはしたが、簡単な内容変更で終わ

る、見方・考え方の内容やそのバランスまで話が進んでいても、それを解決するプログ

ラムまではたどり着けなかった、などの生徒が複数見られた。それにより、「生徒が伸

びる段階」のパフォーマンス課題でも、身近な課題を解決するプログラムと同じ改善

点や修正点に取り組まなくてはならない、という場面が見られた。改善や修正が容易

にできる、正解が一つではない、などの「情報の技術」の特徴を生かした指導を行いた

い。 

   また、見方・考え方についての全体への理解を更に深めたい。それにより、各自の  

  課題設定や評価、改善・修正の場面でも、より内容についての深い理解や、それに基 

づいた話合い活動が行われることで、適切な評価につながると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ワークシート 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 研修局  

(A)指導者研修会報告  

(B)令和５年度 第 72 回近畿学校視聴覚教育研究大会(京都大会) 

出張報告 
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（Ａ）指導者研修会 
 

１ 研修日時  令和５年８月４日（金）９：00～11：30 

２ 研修会場  松山市立北条北中学校 コンピュータ室 

３ 研修の目的 

（１）各校で持続的な活用を推進する推進リーダーを育成する。 

（２）推進リーダーとして GIGA スクール端末の活用を推進するために必要な事項について

学習する。 

４ 研修内容 

（１）ロイロノートの新機能と授業での活用について 

ア ロイロノートのいろいろな機能 

ロイロノートにログインすると左下に「ロイロからのお知らせ」がある。そこで最

新の機能の追加情報が確認できる。また、そのページ右上の「サポートに戻る」を押

すと、検索できるページに移動することができる。 

・生徒は添削された内容を提出箱から確認できるようになった。 

・シンキングツール切替時に、手書きした内容や録音した音声を引き継げるように

なった。 

・手書きの線を選択して移動、削除ができるようになった。 

・共有ノートで権限設定ができるようになった。 

・テスト･アンケートカードで一問一答で回答できるゲームモードを追加した。 

・提出箱への生徒の提出状況をエクセルでダウンロードして確認できるようになっ

た。 

イ アウトプットする授業づくり 

（ア）「１人１台端末・高速通信環境」を生かした学びの変容イメージ 

ステップ１：“すぐにでも”“どの教科でも”“誰でも”活かせる１人１台端末 

ステップ２：教科の学びを深める。教科の学びの本質に迫る。 

ステップ３：教科の学びをつなぐ。社会課題の解決に生かす。 

（イ）ワークシートのデジタル化 

生徒が使いやすいものへ。シンキングツール。共有ノート。共同編集。新聞やレ

ポートの作成。動画の作成。など 

（ウ）協働的な学び・個別最適な学びをめざす授業づくり 

「教える授業」から「学び合う授業」へ。「教師から教えてもらう授業」から「自

分で学びとる授業」への転換が求められている。 

デジタル学習 成長への４段階 

ａ アナログ道具の代わりに使う段階 

ｂ クラウド等の技術を使ってデータを共有する道具として使う段階 

ｃ 自分の力で学習するための道具として使う段階 

ｄ 自分で課題を立てて自分の可能性を生かして答えを創造するための道具と

して使う段階 

学校と家庭の学びをつなぐ。課題に対して、「考えをまとめて提出」することを

家庭で取り組ませることにより、授業での話し合い活動や学習のまとめの時間を

充実させることができる。 
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（２）校務のＤＸについて 

ア 学校保護者間の連絡･アンケート 

学校－保護者間連絡ツール「tetoru」の導入が開始され、68 校の申し込みがあり、

１学期現在で 15 校が使用開始している。欠席連絡だけで無く、資料の配布機能があ

り、文書の他に、簡単な資料や写真などを添付･配布することができる。 

イ 教員１人１台端末化 

文部科学省より「GIGA スクール構想の下での校務のＤＸについて」をという文書

が出ており、松山市でも次のように実施予定である。 

・職員室固定の専用端末のみ：場所の制約・ＵＳＢメモリ 

 ⇒ システムのクラウド化によりロケーションフリーに 

・紙ベースの仕事：印刷しての決済・手書きでの修正指示 

 ⇒ クラウド活用で同期非同期の共同編集 

・校務系と学習系のネットワーク分離：連携×・２台必要 

 ⇒ ネットワーク統合と職員端末１人１台化 

・自前サーバ：大地震や津波などでデータ損失 

 ⇒ システムのクラウド化と遠隔地バックアップ 

・校務用端末：令和７年度に全校全職員の１人１台化 

・校務支援・ネットワーク：令和 10 年度にクラウド版へ移行、ネットワーク統合 

ウ クラウド活用で校務の情報化 

・ロイロノート・スクールは生徒と授業で活用し、授業の質を高める。 

・Microsoft 365 Education を教職員が使って慣れよう。慣れたら生徒も使えるよ 

うにしよう。 

・OneDrive での共有・共同編集から Teams でのファイル共有・共同編集へ移行。 

・OneDrive での共有フォルダの作成方法と Teams での共有の方法を研修した。 

 

（３）ChatGPT について 

「Society5.0 で実現する社会」（内閣府）において、「ＡＩにより、必要な情報が必

要なときに提供される社会」が示されている。また、2015 年に生成ＡＩの時代を進め

たとされる「OpenAI」が設立され、その技術を使った製品が多くリリースされるように

なった。 

代表的なもので 

・「ChatGPT（無料）」：GPT-3.5 を組み込んだチャットサービス 

・「ＧＰＴ-４（有料）」：ChatGPT よりも高性能。画像を読み込むこともできる。 

・「ＤＡＬＬ-Ｅ２（有料）」：画像生成ＡＩ。 

がある。 

文部科学省から「初等中等教育段階における生成ＡＩの利用に関する暫定的なガイ

ドライン」の作成について（通知）も出され、生成ＡＩの利用が期待されている。 

本研修会では、ChatGPT を実際に使いながら研修した。特に難しかったのは、「プロ

ンプト（指示語）」の考え方であった。教科でどのように使えるか、お互いに試行錯誤

しながら研修を行った。 
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(B)令和５年度第 72 回近畿学校視聴覚教育研究大会(京都大会)出張報告 

 

１ 授業公開 

（１）１年３組 道徳「よりよい学校、集団生活の充実」 

   「自分の学校をどんな学校にしたいか」の事前アンケートの結果、「個性が尊重される」

ことと「毎日楽しく過ごせる」ことが多かった（アンケートはロイロノートスクール（以

下ロイロノート）を利用）。その結果をもとに、集団生活をよりよく改善するためには何が

必要かを考えていく。NHK for school の動画を視聴し、実際のシチュエーションをイメー

ジさせ、登場人物である生徒会長になったつもりでどのように解決していくかを考えた。

個人の考えをロイロノートにまとめペアで意見交換、その後全体共有という流れであった。

全体共有の際はロイロノートで提出させたものを回答共有することでスムーズな共有を

可能にしていた。 

（２）２年１組 数学「一次関数の利用」 

   導入で NHK for school の動画を視聴し、T シャツを購入する際、「５枚以上購入で 3500

円引き」の店と「何枚買っても 20％割引」の店のどちらが安く買えるかを考えていく。最

初はロイロノートを用いてどちらが安いかのアンケートをとり、その根拠を説明する方法

を個人や班で話し合った。方法としては、表やグラフを用いることが効果的であり、その

際 GeoGbra（ソフト）や Excel を用いて作成させていた。簡単にグラフを作成することが

でき、正確なデータを出すことや時間短縮につながっている。 

（３）３年１組 国語「いにしえの心を受け継ぐ」 

   導入ではロイロノートを用いて印象に残った古典作品を共有し、互いに作品の良さを説

明し合った。その後、NHK for school の動画を参考に、折句を作成したり古典の一節を引

用したりして、友人へのメッセージを作成した。作成したものをロイロノートで共有した。 

 

２ 実践研究 

研究主題「KYOTO×教育 DX 一人一台端末が切り拓く授業の姿」 

提案 八藤 由之 教諭（京都市立深草中学校） 

（１）はじめに 

   これからの令和の日本型学校教育が目指す授業の姿を、 Teams を利用した板書の共    

有やロイロノートの利活用を通じて行った取組の実践を通して考える。 

（２）板書を共有することで始まる自主的な学びの姿 

   Teams を活用した板書の共有とその利用を行うことで、生徒の習熟度や学びのペースに

合わせた個別最適な学びの充実を推進できると考えられる。 

（３）GIGA 端末を利用した学習記録 

   学習記録（セルフマネジメントシート）でのフィードバックにより生徒は自由な時間に

課題が提出でき、教師もいつでも評価が可能という利点が生まれた。 

   学習の記録をデジタル化することで、生徒の粘り強く学習に取り組む様子や個別の学習

課題を教師が把握しやすくなり、個別最適な学びが推進される。 

（４）生徒１人１台端末が切り拓く授業の姿 

   京都市が策定した「KYOTO×教育 DX ビジョン」では、目指す子どもの姿として、「全ての

子どもが学びの当事者として、デジタルならではの強みを理解し活用することで、自分ら

しい学びを実現するとともに、多様な他者と協働しながら、粘り強く挑戦を続ける姿」と

定めている。そのためには、子どもたち全員に、一人一台端末を文房具として日常的に活

用できる環境が整い、子どもがデジタルとアナログの強みを理解し、場面や自らの特性に

応じて使い分けるなど、学びの当事者として、自分自身の特性に合った最適な学びを模索

する主体的な姿を引き出し、支えることが重要である。 
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研究のまとめと考察 
 

１ 学習指導におけるＩＣＴ活用を図る研究について 

今年度の授業研究会は勝山中学校において、令和５年度文部科学省委託事業「リーディ

ング DX スクール事業」松山市指定校公開授業と兼ねて開催された。１年生英語科「単元

名：Unit７（東京書籍 NEW HORIZEN１）」が公開された。代名詞や疑問詞 Which、

Whose などを使って、人や文化、言葉や食べ物について事実や自分の考え、気持ちなどを

伝え合う授業が行われた。１人１台端末を有効に利用した授業になっていた。デジタル教

科書を用いて、本文のリーディングをしたり、ロイロノートでリステリングをするための

メモを共有したりしていた。メモの共有をすることで、英語が苦手な生徒の手助けになっ

ていた。自分のメモをもとに自分の意見を発表したり、質問に対して答えたりして主体的・

対話的な学習が行われていた。また、自分のリステリングした文章を Word のトランスク

リプトを用いて発音の確認をする作業も行われた。自分の発音も確認することができ、意

欲的に授業に取り組んでいた。生徒たちは１人１台端末の使用にも慣れており、様々なソ

フトの操作を人に教えてもらわなくても、スムーズに行っていた。  

今回の授業ではデジタル教科書、ロイロノート、Word のトランスクリプトを用いて、

１人１台端末を有効活用していく内容であった。授業者の自評にもあったが、トランスク

リプトは休み時間や家庭でも発音練習をすることができ、できたことが目に見えて分かる

ので生徒のやる気につながっているようである。  

今後も１人１台端末で活用できる機能を教科指導で有効活用していく必要がある。そ

のためにも指導者がコンピュータのスキルを向上させていかなくてはならない。さらに、

そのどのように授業で用いると効果的なのか、研究を進めていかなくてはならないと感じ

た。生徒たちの学びがよりよいものになるように今後も研修していきたい。  

 

２ 教育ＤＸの推進・デジタル人材の育成 

令和５年６月に「第５期教育振興基本計画」が閣議決定され、その実現に向けてさまざ

まな取り組みがなされるようになってきた。 

その中の 11 番目に「教育ＤＸの推進・デジタル人材の育成」があり、基本施策として、 

• １人１台端末の活用 

• 児童生徒の情報活用能力の育成 

• 校務ＤＸの推進 

• デジタル人材育成の推進（高等教育） の４つがあげられ、また、指標として、 

• 児童生徒一人一人の特性や理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面でのＩＣＴ機

器の活用頻度の増加 

•ＩＣＴを活用した校務の効率化の優良事例を十分に取り入れている学校の割合の増加 

• 数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（応用基礎レベル）の認定プログラム 

における１学年当たりの受講対象学生数の増加 があげられている。 

これらを実現するために、GIGA スクール構想、情報活用能力の育成、校務ＤＸを通じ

た働き方改革、教師のＩＣＴ活用指導力の向上等、 ＤＸ人材の育成等の推進などさまざ

まな取り組みがされている。 

その中で、今年度の指導者研修では、教育のＤＸ、ＡＩに焦点を当て、研修センター指

導主事を講師に招き、最新の情報を研修することができた。特に ChatGPT などの生成Ａ

Ｉの活用については、正しい知識と実際に利用して慣れる必要があり、今後も研修等を

通して啓発していきたい。 
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令和５年度  松山市中学校  情報教育研究委員会名簿  

  氏名 役職等 所属局 備考 

1 216 旭中学校 大角  秀則 会長   

2 205 道後中学校 今泉 太郎 副会長   

3 201 拓南中学校 和田 太志 広報局長 広報局  

4 202 雄新中学校 里見 尚亮   研修局  

5 203 勝山中学校 大福 駿   研究・開発局  

6 204 東中学校 本田 公敏  研修局  

7 205 道後中学校 川﨑 賢司  研究・開発局  

8 206 鴨川中学校 橋本 英典  研究・開発局  

9 207 内宮中学校 河合 康成   広報局  

10 208 三津浜中学校 新家 修一   研究・開発局  

11 209 高浜中学校 猪石 光久  研究・開発局  

12 210 津田中学校 窪田 宏輝  研究・開発局  

13 211 垣生中学校 重川 嘉希  研究・開発局  

14 212 興居島中学校 池内 英司  研究・開発局  

15 213 余土中学校 今野 大  広報局  

16 214 湯山中学校 西岡 林太郎  研究・開発局  

17 215 日浦中学校 村岡 裕紀  研修局  

18 216 旭中学校 中尾 雅人  研究・開発局  

19 217 久米中学校 川田 耕司  研修局  

20 218 小野中学校 小田 祐太郎 事務局長 事務局  

21 219 久谷中学校 松尾 勝滉  研究・開発局  

22 220 南中学校 渡部 祐 事務局会計 事務局  

23 221 西中学校 横山 元稀  研修局  

24 222 南第二中学校 河野 優太  研修局  

25 223 桑原中学校 夏井 昭則 研究・開発局長 研究・開発局  

26 224 椿中学校 山内 一馬  広報局  

27 225 城西中学校 佐伯 徹  事務局  

28 226 北中学校 松本 康太郎  研修局  

29 227 北条北中学校 小山 清 研修局長 研修局  

30 228 北条南中学校 塩見 航平  広報局  

31 229 中島中学校 三原 慶彦  研究・開発局  

32 教育研修センター 渡部 宣弘 副主幹   

33 教育研修センター 井原 徹也 主 査   

34 教育研修センター 小田 浩範 指導主事   

35 教育研修センター 美藤 貴 指導主事   
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松山市中学校情報教育研究委員会 

副会長 今泉 太郎 

 

 

松山市中学校情報研究委員会では、本年度、「教育の情報化を推進する研究と実践」を努力目標に

「教科指導における ICT の効果的な活用や校務の情報化を図る研究と実践」を進めてきました。 

教科指導における ICT の効果的な活用については、11 月に行われた松山市教育研究大会のほと

んどの教科で「ICT の効果的な活用」を研究の視点として取り組まれました。実際、この４年の間

に授業で一人一台端末が日常的に活用されるようになり、現在では、一人一台端末が使えない状況

なると、教員から困ったという声が聞かれるようになってきました。これは、松山市教育委員会に

よる ICT環境の迅速な整備と松山市教育研修センターによる教員の ICT活用指導力を高める研修、

そして、この松山市中学校情報教育研究委員会の実践的な研究によるものだと思います。 

一方、今年度の県外での ICT の先進校視察報告では、「令和の日本型学校教育」を実現するため、

一人一台端末の活用とともに授業改善を進めた結果、「授業の構成が従来と全く変わったように見

えた」と報告がありました。一斉授業から生徒自らが学んでいく授業形態に変わることによって、

教師の役割までも変わってしまい、現在のティーチングから、生徒が活動している状況を踏まえ、

より良い方向に生徒を導き、学びの過程を生徒に任せ、委ねることになります。 

今後も、社会の変化や状況に併せて、学校教育は変わっていきます。そこに、ICT は必ず活用さ

れ、生徒の情報活用能力の向上が必須になると考えられます。 

余談ですが、私が教員になったころに先輩の教員に「先生とは、先に生まれたから先生なのでは

ない。先を生きているから先生なんだ」と言われたことを最近よく思い出します。ICT の効果的な

活用、情報活用能力の育成など教員がしっかり学び、先を生きる先生でありたいと思います。 

本研究紀要には、本年度、情報教育研究委員が中心となって各学校で実践や研究を進めた成果や

課題を掲載しています。この実践や研究が一読していただいた皆様の一助となれば幸いです。 
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